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文序

仙台市の文化財保護行政に姑しまして、日ごろから多大なご協力を賜 り、まことに感謝

にたえません。

さて、当市では、暮らしやす く環境にやさしい新しい都市づくりを進めるため、軌道系

交通機関を機軸としたまとまりのある集約型の市街地形成への転換を図っており、その主

要な施策として、高速鉄道東西線プロジェクトを進めております。今回の発掘調査はそれ

に伴う確認・試掘調査で昨年度に続 く2年次のものです。調査は昨年同様に計画路線のな

かの川内地区 。西公園地区を中心に行われ、近世を主とする貴重な成果が得られました。

先人の残 した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ次の世代に継承していくこ

とは、現代に生きる私たちの大きな責務であると考えております。また、文化財の保護に

つきましては、地域の皆様の深い御理解と御協力が必要となります。その意味でも、今回

の調査成果が地域の歴史を解き明かしていくための貴重な資料となり、多 くの方々に活用

されれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行に際しまして、御協力 ください

ました皆様に深 く感謝を申し上げる次第です。

平成18年 3月

仙台市教育委員会

教育長 奥山 恵美子
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1.本書は、高速鉄道東西線建設事業及び都市計画道路川内旗立線 (川 内工区)の建設に伴い実施された、埋蔵文化

財の確認・試掘調査の概要報告書である。

2.発掘調査は、国際航業株式会社が仙台市教育委員会の委託を受け、仙台市教育委員会の指導監督のもとに行った。

3.本書の作成・編集・執筆は、仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 佐藤甲二の指導のもとに、国際航業株式会

社 竹内俊之・山崎良二・土橋尚起・守谷健吾が担当した。

4.調査及び報告書作成にあたり、下記のデジタル機器 。ソフ トウェアを使用した。

測量・遺構計測 ブルー トレンド (福井コンピュータ)、 遺物写真実測 オルソイメージャー (国際航業)、

遺構図・遺物実測図編集 フォトショップ 。イラス トレーター (ア ドビシステムズ)

5。 本調査の実施及び報告書の作成に際し、次の諸氏・機関よりご指導、ご教示、さまざまな御協力を賜った。記し

て敬意を表す次第である。 (敬称略順不同)。

藤沢 教・高木暢亮・柴田恵子 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター) 松本秀明 (東北学院大学)

野中奈津子 (東北大学大学院)  佐藤 洋 (仙台市博物館)  早坂義雄 (宮城県樹木医会) 東北大学

仙台市交通局  仙台市建設局  仙台市天文台  仙台市青葉区建設課   (財 )仙台市公園緑地協会

6。 発掘調査に関わる一切の資料は、仙台市教育委員会が保管 している。
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1.本書の土色は、新版標準土色帳 (農林水産省農林水産技術会議事務局1998版)に準拠 している。

2.本書中の第 1図 は国土地理院発行の 5万分の 1地形図「仙台」 と 1万分の 1地形図「青葉山」「仙台駅」を

合成 した。第 2図 は 2万 5千分の 1地形図「仙台西北部」を使用 した。

3。 図中の座標値は日本測地系座標を使用 した。

4。 本文図版等で使用 した方位はすべて真北で統一 してある。

5。 標高値は、海抜高度 (T,P,)を 示 している。

6.遺構図は1/60縮尺を基本 とした。その他については各図のスケールを参照されたい。

7.基本層の表記はアスファル ト舗装を除き、表土層か らローマ数字を用い、遺構堆積土についてはアラビア数

字で表記 した。遺構確認面を実線で、遺構が確認された層準を く で表記 した。

8.基本層序柱状図は▽を中心にした壁の基本層で合成 した。

9.遺構名の略称 として SK:土 坑、 SD:溝 跡、 P:ピ ッ ト、 sx:性 格不明遺構を使用 した。

10,遺構図において、|   |は 撹乱の範囲、「S」 は礫を示 している。

H.遺物の登録・整理及び報告書での表示には、以下の分類 と略号を使用 した。

A:縄文土器 F:丸 瓦・軒丸瓦 G:平 瓦・軒平瓦 H:そ の他の瓦 I:陶 器 。瓦質土器・土師質土器

」 :磁器 K:石 器・石製品 N:金 属製品 0:自 然遺物 P:土 製品 X:そ の他の遺物

12.遺物実測図は原則 として縮尺1/3と したが、古銭は原寸で表示 した。

13.遺物実測図において、外形線 。中心線 。稜線は実線、推定線は破線で、釉薬部の境は一点鎖線で表 した。中

心線が一点鎖線のものは、転回し図上復元 したものである。

14.遺物観察表で陶磁器類の成形技法は、大部分がロクロ成形であるため省略 し、他の技法を記載 した。
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I 調査の概要

1 調 査 の経 緯

平成11年 5月 、仙台市教育委員会と当時事業主管局であった仙台市都市整備局との間で、高速鉄道東西線建設

事業に伴 う遺跡の取 り扱いについての第 1回 目の協議が持たれた。その後、事業主管局は仙台市交通局に移され、

平成15年度より仙台市教育委員会との本格的な協議が開始された。

高速鉄道東西線事業計画予定路線内における、周知の遺跡及び遺跡外の状況把握のため確認調査及び試掘調査

をまず実施 し、その結果を踏まえ本調査を必要とする箇所を決定 し、これを基に発掘調査を順次、事業計画に沿

いながら進めて行 くことが両者間で確認された。

以上の協議事項に基づき、平成16年度より確認調査及び試掘調査を開始 した。平成17年度は、さらに都市計画

道路川内旗立線 (川 内工区)の建設事業地内における確認調査 もあわせて実施することとなった。

発掘調査の 2年次目にあたる今年度は、仙台城跡及びその周辺地区、川内A遺跡隣接地区、西公園地区を対象

地区とし、確認調査 。試掘調査を実施 した。確認調査は 4つ の区 (C・ E・ F・ G区)で、また、試掘調査は 4

つの区 (A・ B・ DoH区 )で行なった。確認調査 。試掘調査の トレンチ総数は22箇所、総面積は421∬ である。

これらの内、予定路線内のものは 8箇所、関連工事地内のものは 3箇所、道路事業地内のものは 2箇所、予定路

線内と道路事業地内に重複するものは 9箇所である。調査は、 C区 の亀岡 トンネル部の確認調査を平成17年 7月

25日 に開始 し、A区 の仮称国際センター駅部周辺の試掘調査を同年11月 1日 に終了して、今年度の野外調査を完

了した。

第 1図 調査区位置図



2 調査要項

遺 跡 名

所 在 地

調 査 主 体

調 査 担 当

調 査 機 関

調 査 面 積

調 査 期 間

E区 (仮称川内駅部)

F区 (仮称川内駅部)

72∬ (仙 台城跡確認調査)

72ど (仙 台城跡確認調査 )

仙台城跡 (宮城県遺跡番号第01033号、仙台市文化財登録番号C-501号 )、 他

宮城県仙台市青葉区青葉山・川内・桜ヶ岡公園地内

仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査係主査  佐藤甲二

調査係主査  斎野裕彦

国際航業株式会社

主任調査員  竹内俊之

調 査 員  山崎良二・土橋尚起・守谷健吾

調査補助貝  小林孝彰

計 測 員  佐々木亨

計測補助員  諸熊和彦・佐藤和巳

421∬

A区 (仮称国際センター駅部周辺)28� (川 内A遺跡隣接地)

B区 (扇坂 トンネル部)      72� (仙 台城跡隣接地試掘調査 )

C区 (亀岡 トンネル部)      24∬ (仙 台城跡確認調査)

D区 (仮称西公園駅部周辺)    51ど

G区 (扇坂 トンネル部)      54∬ (仙 台城跡確認調査)

H区 (仮称西公園駅部周辺)    48�
A区 平成17年 10月 19日 ～平成17年 11月 1日

B区 平成17年 8月 22日 ～平成17年 9月 2日

C区 平成17年 7月 25日 ～平成17年 8月 30日

D区 平成17年 9月 12日 ～平成17年 9月 29日

E区 平成17年 7月 25日 ～平成17年 8月 30日

F区 平成17年 8月 4日 ～平成17年 8月 30日

G区 平成17年 8月 29日 ～平成17年 9月 20日

H区 平成17年 9月 26日 ～平成17年 10月 14日

Ⅱ 立地と歴史的環境

調査の対象 となった仙台城跡 (C・ E・ F・ G区)と その隣接地 (B区 )、 川内A遺跡の隣接地 (A区 )及び

西公園地区 (DoH区 )は仙台市街地の西方、広瀬川中流域の河岸段丘上に位置 している。河岸段丘は高位面よ

り青葉山段丘・仙台台ノ原段丘 。仙台上町段丘・仙台中町段丘・仙台下町段丘の順で 5面 に区分されるQ)。 広瀬

川右岸の調査区 (C・ E・ F・ G・ BoA区 )は、青葉山から広瀬川に至る東向き斜面の麓部にあた り、 C・

E・ F・ G区が仙台上町段丘面、B区が仙台中町段丘相当面、A区が仙台下町段丘面上に位置 している。また広

瀬川左岸の調査区 (D・ H区 )は、仙台市街地の拡がる西端部にあた り、D区 は仙台中町段丘面、H区 は仙台下

町段丘面上に位置 している。各調査区の標高は右岸が約37m～約65m、 左岸が約32m～約44mを 測る。

(註)松本秀明 2001 「仙台空中写真集 一杜の都のいまむか し』 仙台市観光局



l A区

A区 は西方か ら川内地区を南北に分ける沢 (千貫沢)の下流部北側にあた り、東側に比高差が約10mに 及ぶ断

崖をもつ仙台下町段丘面上に位置 している。標高は約36mか ら約40mを 測る。正保二・三年 (1645。 1646)の

『奥州仙台城絵図』、寛文四年 (1664)F仙台城下絵図』によると武家屋敷地 となってお り (第 3図 1・ 2)、 そ

の後の享保九年 (1724)の F仙 台城下絵図』、安政三～六年 (1856～ 1859)の F安政補正改革仙府絵図』には御

炭蔵と記されている (第 3図 3・ 4)。 17世紀代は仙台城二の九北側に拡がる武家屋敷地の一画であり、18世紀

代から幕末まで仙台藩の御用地として利用されていたようである。明治時代以降は、第二次大戦まで陸軍第二師

回の施設が置かれ (第 3図 5・ 6)、 戦後は米軍駐留地となる (第 3図 7)。 昭和32年 に米軍より返還された後に、

昭和37年 から平成11年 まで仙台商業高等学校の校地として利用された (第 3図 8)。 なお前年度に仙台市教育委

員会による仙台城隣接地試掘調査の結果、A区の西側大半は川内A遺跡 として遺跡登録 (平成16年 7月 )さ れ、

今年度本調査を実施 している。

o   l■ 2,500  250m

―

硝
・イ
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町段丘

 1仙
台中町段丘 仙台下町段丘

1広瀬川 |

A

仙台中町段丘

B

第 2図 河岸段丘分布図・調査区横断図 は)

(註)仙台市史編さん委員会 1994 「仙台市史 特別涌 1自 然Jの図Ⅱ-16を 元に作成。作成にあたつては松本秀明氏にご教示をいただいた。



2 B区

B区は仙台城跡二の九地区の北側、川内A遺跡の西側にあたり、仙台中町段丘相当面に位置 している。標高は

約47mを測る。絵図によると江戸時代を通 じて地割された武家屋敷地であった。 (第 3図 1～ 4)、 明治時代以降

は終戦まで陸軍第二師回の施設が置かれ (第 3図 5・ 6)、 戦後は米軍駐留地となる (第 3図 7)。 昭和32年、米

軍より返還されて、東北大学が移転。現在はグラウンドとして利用されている。なお前年度に仙台市教育委員会

は当事業に伴い試掘調査を実施 している。

3 CeE・ F・ G区

C・ E・ F・ G区は仙台城跡範囲内の北辺部にあた り、東側に比高差が約 6mに 及ぶ断崖をもつ仙台上町段丘

面上に位置 している。調査区は現況から高低差のある平坦な 4面に 4区 をそれぞれ設定 し、確認調査を実施 した。

明治時代以降に盛土や削平により整地化 しているが、本来は東方へ低 くなる緩斜面をもつ段丘面である。 C区東

側で標高は約65mを測 り、東に約300mの G区東側の仙台上町段丘崖線で約56mを測る。絵図によると大きく地

割された仙台城二の九北方の武家屋敷地で、江戸時代初頭より幕末まで比較的上級の家臣の屋敷地として利用さ

れていたと考えられる (第 3図 1～ 4)。 明治時代以降はB区 と同様の変遷を辿る (第 3図 5～ 7)。 現在は東北

大学川内キャンパスの北側にあた り、駐車場、駐輪場、緑地として利用されている。また大学構内は仙台城跡二

の九地区と二の九北方武家屋敷地区にほぼ全域があたるため、昭和58年以降、施設整備に伴う埋蔵文化財調査は、

主に東北大学埋蔵文化財調査研究センターが調査を実施 している。なお前年度にC区で仙台市教育委員会は当事

業に伴い確認調査を実施 している。

4 D区

D区 は広瀬川に架かる大橋の北東、仙台市街地の西端にある西公園地内の南側にあた り、西側に比高差約1lm
の段丘崖をもつ仙台中町段丘面に位置 している。標高は約43mを測る。絵図によると仙台城大手門に続 く道筋の

北側に隣接する敷地で、江戸時代を通 じ武家屋敷地であ り、寛文四年 (1664)の 『仙台城下絵図』 (第 3図 2)

には仙台藩家老の白石城主である片倉小十郎の屋敷地であったことが記されている。また東側は通 りを挟み、町

屋敷地が展開する地区であった (第 3図 2～ 4)。 明治時代以降は公園用地として利用され、昭和初期の地図に

は西公園ならびに公含堂と記されている (第 3図 6)。 昭和30年 に仙台市天文台が公含堂跡地に建てられ現在に

至っている。なお前年度に仙台市教育委員会は当事業の関連工事に伴い試掘調査を実施 している。

5 H区
H区 は広瀬川の左岸、仲ノ瀬橋 と大橋の間の西公園市民プール用地内にあた り、仙台下町段丘面上に位置 して

いる。標高は約32mを測る。絵図によると正保二・三年の『奥州仙台城絵図』に中間屋敷 と記されてお り、下級

の家臣の屋敷地であった (第 3図 1)。 その後元禄年間以降に御作事方会所、御小人と記された割図が描かれお

り、役所関係施設 と御小人衆の居住地であったことがうかがえる (第 3図 2～ 4)。 明治時代以降は仲ノ町と呼

称される住宅街 となる (第 3図 5～ 7)。 昭和37年、市民プールを含む公園として整備され現在に至っている。

/



1.正保二・三年 (1645。 46)奥州仙台城絵図

3.享保九年 (1724)仙台城下絵図
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第 3図 絵図・古地図における調査区の位置 は)

昭和11年現在最新仙台市全図

国土地理院地形図

4.安政三～六年 (1856～ 1359)安政補正改革仙府絵図
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5.明 治三十二年 (1900)最新実測仙台市全図

7.昭和二十二年 (1948)最新仙台市街明細地図

6.昭和十一年 (1936)

(註)第 3図 1～ 7は、今野印刷 1994 「絵図・地図で見る仙台 第一輯J 今野印刷 20的  「絵図・地図で見る仙台 第二輯J 所収の絵図を使用した。



Ⅲ 調査方法と経過

今年度の確認 。試掘調査は、今後の本調査を見越 し、調査対象区にあたる川内地区、青葉山地区、西公園地区

の全域 を網羅するグリッドを設定することか ら開始 した。川内A遺跡の北西部に原点 (日 本測地系・X=―

193400m,Y=20300m)を 求め、グリッド単位は10m× 10mと した。グリッドの名称は原点から、 Y軸 は北方

向をN、 南方向は Sと し、X軸 は東方向をE、 西方向はWと し、原点からの方向と距離によりNl― Elグ リッ

ド (北へOm～ 10m、 東へOm～ 10m)、 S2-W2グ リッド (南へ10m～ 20m、 西へ10m～ 20m)等 とし、表記

した。

前年度の確認・試掘調査で設定したA区からD区 はそのまま踏襲 しつつ、調査姑象範囲全域をA区からH区の

8区 に設定 しなおした。なお同区内に前年度の調査 トレンチがある場合は、その トレンチ番号に引き継 ぎ、原則

として東に位置する トレンチから名称を付けた。

調査 トレンチの規模は 4m× 6m(24だ )を 基準 としたが、作業有効面積、埋設管、立ち木等の関係で 3m×

3mか ら3m× 8mに 変更 した箇所 もある。表土及び盛土を重機で掘削 し、その後人力による精査・遺構確認を

行った。また重機が使用できない箇所では、表土から入力で調査を実施 している。一部の トレンチを除き、遺構

確認面で平面・断面の土層堆積状況を観察 し、計測・写真撮影を行い記録 した。

計測作業は国家座標に基づいて既知点を利用 し、また使用容易な箇所に基準点を新設 し、グリッドを設定 した。

平面図・断面図・遺物出上位置等は トータルステーションを使用 し、計測データはCADソ フ トで作図編集を行

った。また一部、デジタルカメラを用いた写真実測を併用 したところもある。

遺構番号は トレンチ毎に通 し番号で表記 した。出土遺物は出土年月日順に番号を付け、層位別に取上げ、登録

を行った。報告遺物は登録番号を付記 した。手実測と正射投影のデジタル画像を併用 して実測図の作成を行った。

調査工程は、最初に東北大学構内B・ C・ E・ F・ G区 を大学夏季休暇期間中に終了させることを目標 とし着

手 した。次に西公園地区D・ H区 は市民プール営業期間終了後の 9月 以降に調査を行った。最後に川内A遺跡隣

接地A区 を調査 した。また野外調査終了の翌日より本格的な整理作業に入った。

表1 調査工程表

作業内容
月 月 1月

基 準 点 設 置

区 設 定

外 柵 設 置 等 準 備 工

表 土 重 機 掘 削

遺 構 確 認

写 真 撮 影

検 出遺 構 等 測 量
調 杏 FX坦 め戻 し

アスフアル ト復 1日

外柵撤去 ・機材毅 出

各区の調査期 間

C区

B区

D区

H区

A区

E区

G区
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Ⅳ A区の調査成果

1 調査 区の設定及び基本層序

A区は前年度に 6箇所の試掘調査が実施された ∝)。 今回の調査はその東側で、広瀬川に面する段丘縁辺部の

南北を通る「桜の小道」遊歩道脇の緑地内に2箇所の トレンチを設定した。 トレンチ番号は前年度の試掘調査の

番号を引き継ぎ、西からNo.7、 No.8と 名称を付けた。なお対象区は予定路線内 (No.8ト レンチ)及び建設に

伴う下水管切 り回し部分 (No.7ト レンチ)である。調査面積はNo.7ト レンチが12だ、No.8ト レンチが16だの

計28ど である。基本層序はNo.7ト レンチでは大別 6層 (I～ Ⅵ)、 No.8ト レンチでは 4層 (I～ Ⅳ)か ら成る。

表土、盛土を除く基本層の対応はなかった。

E13

A区
E14

革
~ E17

恙
＼

＼
ヽ

No 7ト レンテ

の
1測地系座標

＼

脚

η

才

INO.8ト レンチ
¢ 仝

冬
全  全

39 000m一

S=1/60

――-39 000m

段
段

上
下

日本測地系座標
世界測地系座標

雪遺構確認層準

各 トレンチの確認面と標高

A 区 No 7 No 8

遺構確認面 V層上面 Ⅳ層 上面

標高
地表面 (m) 3860前後 3720前 後

確認面(d 3830前 後 3660前 後

准認面までの深 さ(m 030前後 060前後

第 5図  A区 トレンチ配置図・基本層序柱状図

△ 柱状図作成面

基準点の座標

点名 X座標 Y座標

-193422 652

-193113 891

2428 249

2128 330

3-24
-193874 778

-193066 018

(註)こ の地点は川内A遺跡と登録され、当事業に伴い今年度本調査が実施された。
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2 確 認 され た遺 構 と遺物

No.7ト レンチ (第 6～ 7図、図版 1-1～ 5)

S2-E12グ リッドに位置する。 トレンチは北東方向に長軸を設定 し、規模は 2× 6mの長方形で面積は12∬

である。掘削深度は約1.5mを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層表土からⅣ層粘土質シル トまで

大別 6層、細別 7層 からなる。 I層表土からⅣ層まで砂礫を混入する盛土。以下、 自然堆積層にな り、 V層 は砂

質シル ト、Ⅵ層は粘土質シル トである。遺構確認作業はⅥ層上面で行い、溝跡 1条 を確認 したが、北壁の断面観

察からV層 を掘 り込んでいることが判明 した。なお当 トレンチは遺構の性格究明のため遺構の完掘まで実施 した。

遺物は撹乱及び基本層、SD l堆積± 1層 か ら21点 が出上 した は3p50。 内訳は陶磁器類11点、瓦片 6点 、縄文

土器片 4点である。この内、近世に属する資料は岸窯系鉄釉脚付鉢 (第 7図 1)、 大堀相馬灰釉碗 (第 7図 2)、

瀬戸・美濃水滴 (第 7図 3)が撹乱から、肥前染付瓶 (第 7図 4)が H～ Ⅳ層中か ら出土 している。

(1)SDl 清跡 (第 6図、図版 1-2～ 5)

トレンチのほぼ全域に位置する。V層上面で確認された。北東方向に直線的に延びる素掘 りの溝跡で、規模は、

確認長約560cm、 上端幅約170cm、 下端幅15～ 25cm、 深さ約130cmを 測る。主軸方位はN-37° 一Eで ある。

断面形は「 V」 字状を呈 し、底面は平坦をなす。堆積土は大別10層 、細別11層 である。上位の堆積土の 2層 は径

30cm程 の円礫を多 く混入 していることから人為的に埋め戻された可能性がある。下位の 7層 ～10層 は砂やシル

トが互層状に堆積 していることから水成堆積 と考えられる。遺物は 1層 から縄文時代中期の土器片が 4点出土 し

た。

39 000m―△―

39000m」主

38 000m上

十  1撹 乱

第 6図  A ttNo.7 トレンチ平面図・断面図



AttNo 7ト レンチ

土。 10cm以 下 の

m以下 の 暗 褐 色 シル ト

径 5mm以 下 の責 褐 色 シル

(2)遺構の確認面 と時期

溝跡は基本層Ⅵ層上面で確認されたが、本来は基本層 V層 から掘 りこまれていることが判明した。また トレン

チ外へ延びることが予想される。また、堆積土から判断できる遺物が出土 していないが、遺構の時期は近代以降

の遺物の混入がないことや、周辺地区 (川 内A遺跡)の状況から、近世以前の可能性が考えられる。

＼∠ニ イ
イ/

♀    S=;:8   1 cm

罐
ヽ

AttNo 7ト レンチ陶磁器観察表

図版番号
録

号

登

番

出
種 別 器  種 部  位

三 (cm)
産 地 時 期 備 考

具
版

写
図口 径 径 器 高

第 7凶 1 阿 器 lHl付 鉢 岸窯 系 17C後半 閑 lEl日 跡 あ り。

第 7図 2 撹 舌し 阿 器 拶 大堀 和 馬 18C 釉 。 外 面 沈 線 1条。 刈版

第 7図 3 甘夢議P子し 匂希 オぐi
天釉・緑彩。型つ くり。内 向布 日長。 』倣

第 7図 4 纏 器 瓶 体 郡 焙世雨 17C後半 柴 1寸 。 秘 枝 X。 図版

第 7図  A ttNo.7ト レンチ出土遺物



No.8ト レンチ (第 8図、図版 1-6～ 8)

S5-E14グ リッドに位置する。 トレンチの規模は 4× 4mの方形で面積は16∬ である。掘削深度は約0.6mを

測る。基本層序の作成は北壁、東壁で行った。 I層 表土からⅢ層 までは炭化物、砂、細礫、礫を混入する盛土。

Ⅳ層は砂礫 (段丘礫層)である。遺構の確認作業はⅣ層上面で行ったが、遺構の確認及び遺物の出土はない。ま

た、基本層Ⅳ層は近代以降に撹乱を多 く受けてお り、段丘礫層上位に堆積する粘土質シル トは削平されたものと

考えられる。

第 8図  A ttNo.8ト レンチ平面図・断面図



V B区の調査成果

1 調査区の設定及び基本層―序

B区は前年度に6箇所の試掘調査が実施された。今回の調査はその商東allで、扇坂北側の東北大学川内キヤン

パスグラウンドに3箇所のトレンチを設定した。トレンチ番号は前年度の1試掘調査の番号を引き継ぎ、東から

Nα 7～No.9と 名称を付けた。なお対象区は予定露線内 (No.3ト レンチ)及び関連工事に伴う部分 (No.7う

No.9ト レンチ)である。調査面積は各トレンチ24■で計72鷲である。基本層序はNo1 7ト レツチでは6層 (I

～Ⅵう、No,8ト レンチでは11層 (I～ XI)、 NO,9ト レンチでは10層 (I～ X)から藤る。表土、盛1土層を除く

基本層の1対応はなかった。
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2 確認された遺構と遺物

No.7ト レンチ (第 10図、図版 2-1～ 3)

Nl・ 2-W5グ リッドに位置する。 トレンチは東西方向に長軸 を設定 し、規模は 4× 6mの 長方形で、面積

は24∬ である。掘削深度は約2.5mを 測る。基本層序の作成は北壁で行った。 I層 からⅣ層までがグラウン ド整

地土、V層 からⅥ層は近現代の礫、 レンガ片、コンクリー ト塊、鉄屑、ガラス片、炭化物等を多量に混入する盛

土である。Ⅵ層は安全の確朱か ら掘 りぬ くことはできなかったため、遺構確認面まで到達 していない。基本層か

らの遺物の出土はない。

47 000m上

O           S=1:60           2m

第10図  B ttNo.フ トレンチ平面図・断面図



No.8ト レンチ (第 11図、図版 2-4～ 6)

Sl・ 2-W7グ リッドに位置する。 トレンチは東西方向に長軸を設定 し、規模 は 4× 6mの長方形で、面積

は24だ である。掘削深度は約2.4mを 測る。基本層序の作成は南壁で行った。 I層表土からⅣ層までがグラウン

ド整地上、 V層か ら� 層までNo.7ト レンチ同様の盛土である。� 層は安全の確保か ら掘 りぬ くことはできな

かったため、遺構確認面まで到達 していない。遺物はⅢ層から陶磁器片が 3点出土 している 曲 p50。

o            Sil:60            2m

47 000m A

第11図  B ttNo.8ト レンチ平面図・断面図



No.9ト レンチ (第 12～ 13図、図版 2-7～ 8、 図版 3-1)

Nl― W8・ 9グ リッドに位置する。 トレンチは東西方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの長方形で、面積

は24� である。掘削深度は約3.4mを測る。基本層序の作成は南壁で行った。 I層 、 Ⅱ層まではグラウンド整地

土。Ⅲ層はNo.7・ No.8ト レンチ同様の盛土で、Ⅳ層以下は流入 と考えられる砂礫を多量に含む層 となる。 X層

まで掘 り下げたが、以下は安全の確保 より掘 り下げなかった。遺構確認面は検出されず不明である。なおⅨ層で

は植物遺体が多量に含まれる。

遺物は31点 出上 したが全てⅨ層出上である lk4 p50。 内訳は陶磁器類18点、瓦片 2点、縄文土器片 9点で、縄文

時代から近代以降の遺物が混在する。磁器・陶器には、近世の肥前染付皿 (第 13図 1)、 肥前青磁皿 (第 13図 2)、

産地不明鉄釉橋鉢 (第 13図 3)が、縄文土器には前期のもの (第 13図 4)が認められる。

47 000m上

第12図  B ttNo.9ト レンチ平面図・断面図
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Ⅵ C区の調査成果

1 調査 区の設定及び基本 層序

C区は前年度に 5箇所の確認調査が実施された。今回の調査はその東側で、東北大学国際交流センターの北側

の駐車場に 1箇所の トレンチを設定した。 トレンチ番号は前年度の確認調査の番号を引き継ぎ、No.6と 名称を

付けた。なお対象区は予定路線内と道路建設事業地が重複する部分である。調査面積は24� である。基本層序は

アスファルト舗装・砕石敷きを除き、大別 6層 (I～ Ⅵ)か ら成る。表上、近代以降の盛土・整地土以外で、前

年度調査されたNo.1ト レンチとの基本層の対応は以下の通 りである。

No.6ト レンチ基本層 V層⇔No.1ト レンチ基本層V層

No.6ト レンチ基本層Ⅵ層⇔No.1ト レンチ基本層Ⅵ層

日本測地系座 標
世界測地系座標

搬
絆

S・ 1/60

No.1・ No.2は、前年度1確認調査

<遺構確認層準

基準点の

点名 X座標 Y醒
-193408 492

-193099 725

CT-1
-193406 151

-193097 418
1730 310
1430 420

C 区 No l

遺構確認面 V・ Ⅵ層上面 VoⅥ 層上面 V・ Ⅵ層上種

標高
地表面 (m) 6560前 後 6550前後 6470前後

確認面(E 6480前後 6490前 後 6310前後

窪認面までの深 さ (m) 130前後 150前後 160前監盗

*「確認面」と「確認面までの深さ」の数値は、上位の確認面による。

第14図 C区 トレンチ配置図・基本層序柱状図



2 確 認 され た遺 構 と遺 物

No.6ト レンチ (第 15～ 16図、図版 3-2～ 6)

Nl― W58～Sl― W59グ リッドに位置する。 トレンチは北西方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの 長方形

で面積は24だ である。掘削深度は約1.9mを 測る。基本層序の作成は北壁 と西壁で行った。 I層盛土か らⅥ層粘

土質シル トまで大別 6層、細別15層 からなる。 I層・ Ⅱ層は盛土。Ⅲ層は細別 7層 で、円礫、レンガ片、炭化物

が混入する近代の整地土。Ⅳ層は細別 3層 で、瓦片が混入する近代の整地土。 V層 は細別 2層 からなる炭化物を

少量含む近世の整地上。Ⅵ層から粘土質シル トの自然堆積層 となる。遺構確認作業はⅥ層上面で行い、土坑 3基、

溝跡 4条、ピット2基、性格不明遺構 3基を確認 した。遺構確認面は、壁面観察でV層上面から掘 りこむ遺構を

確認 したため、基本層 V層上面と基本層Ⅵ層上面とした。

遺物は陶磁器類38点 が出土 した (表5p50。 全て基本層からの出土である。この内、近世に属する資料 は肥前染付

蓋 (第 16図 1)、 肥前染付皿 (第 16図 2)、 瀬戸・美濃染付小碗 (第 16図 3)がⅢ層か ら、志野織部鉄絵皿 (第

16図 4)が V層か ら出土 している。

|  1撹乱

o           S=1:60            2m

第15図  C ttNo.6ト レンチ平面図・断面図



シル トブロック

(1)SKl～ SK3 土坑 (第 15図 、図版 3-6)

SK lは トレンチ中央北に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。南側でSK 2、 東側でSD lを 切る。平面形は楕円形

で、規模は上端の長軸約60cm、 短軸約46cmを 浪1る 。堆積土は粘土質シル トである。遺物の出土はない。また

SK 2と の切合い関係から本来はV層上面で確認できる。

SK 2は トレンチ中央西に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。西壁の断面観察によりV層から掘 り込んでいるこ

とが判明 した。北側でSKlに 切 られる。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約120cm、 短軸約76cmを 測る。

さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は炭化物、砂粒を含む粘土質シル トである。遺物の出土はない。

SK 3は トレンチ北西隅に位置する。Ⅵ層上面で確認した。東側で Plに切 られる。平面形は楕円形で、規模は

上端の長軸約52cmを測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は鉄分を多量に含む粘土質シル トである。遺物

の出土はない。

(2)SDl～ SD4 溝跡 (第 15図 、図版 3-6)

SD lは トレンチ北に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。西側でSKlに切 られる。東西方向の溝跡で、規模は確認

長約194cm、 幅40～ 54cmを 測る。さらに トレンチ外へ廷びる。堆積土は鉄分を含む粘土質シル トである。遺物

の出土はない。

SD 2は トレンチ南に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。北側でSD 4を 切る。東西方向の溝跡で、規模は確認長

約270cm、 幅54～ 90cmを 測る。さらに トレンチ外へ廷びる。堆積土は砂質シル トである。遺物の出土はない。

SD 3は トレンチ中央東に位置する。Ⅵ層上面で確認した。北側でP2に切 られ、SX 2を 切る。西側でSD 4を

切る。東西方向の溝跡で、規模は確認長約108cm(幅約40cmを測る。さらに トレンチ外へ延びる。堆積土は炭

化物を多量に含む粘土質シル トである。遺物の出土はない。

SD 4は トレンチ中央南に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。東側でSD 3、 南東側でSD 2に 切 られ、北側でSX

3を 切る。東西方向の溝跡で、規模は確認長約316cm、 幅40～ 60cmを測る。さらに トレンチ外へ廷びる。堆積

土は砂粒を含む粘土質シル トである。遺物の出土はない。

(3)Pl・ P2 ビッ ト (第 15図、図版 3-6)

Plは トレンチの北に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。西側でSK 3を 切る。平面形は楕円形で、規模は上端の

径約50cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は粘土質シル トである。遺物の出土はない。

P2は トレンチ中央東に位置する。SD 3・ SX 2の 遺構の平面形の内側で確認 した。平面形は楕円形で、規模

は上端の長軸約58cm、 短軸約42cmを 測る。堆積土は砂質シル トである。遺物の出土はない。

(4)SXl～ SX3 性格不明遺構 (第 15図、図版 3-6)

SX lは トレンチ北に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。平面形は不明で、規模は上端の長軸約130cm、 短軸約

42cmを 測 り、さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は炭化物を含む粘土質シル トである。遺物の出土はない。



SX 2は トレンチ東に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。南側でSD 3、 P2に切 られる。平面形は不明で、規模は

上端の長軸約102cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は鉄分を多 く含む粘土質シル トである。遺物の

出土はない。

SX 3は トレンチ中央西側に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。南側でSD 4に切 られる。平面形は不明で、規模は

上端の長軸約92cm、 短軸約56cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は砂粒を含む粘土質シル トである。

遺物の出土はない。

10cm以下 の黒 褐 色 シル トブ ロ ッ

シル トプロック

ンル トブロック・径2～

(5)遺構の確認面と時期

遺構は基本層 V層上面 。基本層Ⅵ層上面で12基 を確認 した。V層 は、出土遺物が全て近世の遺物で、

の遺物を混入 しないことから近世の整地上である。遺構確認面は基本層 V層上面・基本層Ⅵ層上面の 2

の遺構面と考えられる。遺構の確認状況からNo.6ト レンチ周辺の遺構密度は高いと推測される。
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Ⅶ D区の調査成果

1 調査区の設定及び基本層序

D区 は前年度に 1箇所の試掘調査が実施された。今回の調査はその南側で、仙台市天文台前から大町交番裏手

までの範囲に3箇所の トレンチを設定した。 トレンチ番号は前年度の試掘調査の番号を引継ぎ、東からNo.2～
No.4と 名称を付けた。なお対象区は予定路線内である。調査面積はNo.2ト レンチが18だ、No.3ト レンチが 9

だ、No.4ト レンチが24∬の計51ど である。基本層序はNo.2ト レンチでは大別14層 (I～ � )、 No.3ト レンチ

では13層 (I～ � )、 No.4ト レンチでは 9層 (I～ Ⅸ)か ら成る。表土、盛土を除く基本層の舟応は以下の通

りである。

NO.2ト レンチ基本層X層⇔No.4ト レンチ基本層Ⅶ層

No.2ト レンチ基本層�層⇔No.4ト レンチ基本層Ⅷ層

No.2ト レンチ基本層�層⇔No.3ト レンチ基本層�層⇔No.4ト レンチ基本層Ⅸ層

E55             E56              E57             E58 E59             E60             E61              E62      1       E63

!??/
1宅 /1翻

掌

卜
上

ド∝なトレ歩＼

S17

策7#ユ歩オ  ー
|´滲

O           S=1:600          20m

△ 柱状図作成面

No 3

南壁

――-41 000m

各 トレンチの確認面と標高

D 区 No 4

遺構確認面 XU層上面 X].剛層上面 Ⅸ層 上面

標高
地表面 (d 4360前 後 4360前 後 4860前後

確認面 (■ 4190前 後 4230前後 4150前後

確認面までの深 さ lm 170前後 180前 後 210前後

上位の確認面による。

第17図 D区 トレンチ配置図・基本層序桂状図
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2 確 認 され た遺構 と遺 物

No.2ト レンチ (第 18～ 19図、図版 3-7～ 8、 図版 4-1～ 2)

S16・ 17-E62グ リッドに位置する。 トレンチは北方向に長軸を設定 し、規模は 4× 4.5mの 長方形で、面積は

18だ である。掘削深度は約17mを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層 表土から�層砂礫 まで大

】U14層、細別18層 からなる。 I層 は表土。 H層 からⅦ層まではレンガ片、礫を多量に含む盛土、Ⅷ層、Ⅸ層は近

代建物基礎に伴 う整地土。 X層～�層までは粘土質シル トの自然堆積層。�層は砂礫 (段丘礫層)で、 トレン

チ北側に 1× lmの サブ トレンチを設定 し確認 した。遺構確認作業はX層上面で行ったが遺構の確認はなく、さ

らに下層の� 層上面、�層上面 と確認 し、�層上面で性格不明遺構 1基 を確認 したが、西壁の断面観察から�

層を掘 り込んでいることが判明した。なお、遺構は年代及び性格究明のため一部掘 り下げた。

遺物は396点 出上 した は6pめ。全て基本層出土である。内訳は陶磁器類383点、瓦片 5点、石製品 1点、金属製

品 3点、自然遺物 1点、土製品 1点、縄文土器片 1点、その他1点 である。この内、近世に属する資料は肥前染

付長皿 (第 19図 1)が I層、肥前染付皿 (第 19図 2)、 瀬戸・美濃鉢 (第 19図 3)、 志野丸皿 (第 19図 4)が Ⅱ

層、岸窯系播鉢 (第 19図 5・ 6)がⅥ層、切込碗 (第 19図 7)が Ⅶ～Ⅸ層、美濃青織部大鉢 (第 19図 8)がⅨ

層から出土 している。

(1)SXl 性格不明遺構 (第 18図、図版 4-1)
SX lは トレンチ中央に位置する。�層上面で確認 し、西壁の断面観察か ら�層を掘 り込んでいることが判明

した。平面形は不明で、規模は上端の長軸約80cm、 深さ約30cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。壁面は緩

やかに立ち上が り、底面は起伏が多い。堆積土は単層の粘土質シル トである。遺物の出土はない。

(2)遺構の確認面 と時期

SX lは 基本層�層上面で確認 したが、本来は基本層�層上面から掘 り込まれていることが判明した。遺構の

時期は遺構堆積土、上層の基本層 X層～� 層か らも判断できる遺物が出土 していないが、近世以降の遺物の混

入がないことから近世以前の可能性が考えられる。

43000m上 げ
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第18図  D ttNo.2ト レンチ平面図 断面図
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D ttNo 2ト レンチ出土陶磁器観察表

図版番号
録
号

登
番 種  別 器  種 部  位

法 量 (cm)
産  地 時 期 備 考

具

版

写

岡□

第 19凶 1 歴ご低 泄 前 覧9C前半 k,。 珀唇阜O松竹極文e局台内銘1大Hl脱
|ヒ 国国」O lj‖ 同台(

1

第 19図 2 lL 口縁 日∫～ lTN日∫ 月世Hl 押llNみ王弁花コンニャタロIttn ttld婦 き覆。配の日期剤ぎt

第 19図 3 Ⅱ諷 財器 鉢 口縁部～底部 近 世 中身釉。内外面貫入。被熱痕あり。 図版1

第 19図 4 E層 陶 器 丸 皿 日縁部～高台部 美 沼 17C 予釉。口鋳。内外面 人。 図版1

第 19凶 5 Ⅱ層 阿 器 幅 鉢 口縁部～体部 岸 窯 系 17c前 半 節 目5条。 口縁 部 内外 面 施 THI。 凶版1

第19凶 6

第19図 7

第19図 8

Ⅵ 層 阿 器 指 鉢 口縁部～体部 岸 窯 系 17C後～18C初 吠芳¶。 側 日 /粂。 凶版1

磁 器 例 天丼部～体罰
`

(22) 切 込 19C前 半 架 1可 。 見 込 松 栗 又 。

LX層 夫 鎌 ,氏罰∫ 薬 濃 師 半 青織部丈鉢ぅ日1文 (菊 疵 )ぅ 8菫 閣線。志野糊 r

No.3ト レンチ (第20～ 21図 、図版 4-3～ 7)

S16-E59グ リッドに位置する。 トレンチの規模は 3× 3mの正方形で、面積は 9だ である。掘削深度は1.5

mを測る。基本層序の作成は南壁、東壁で行った。 I層～ Ⅱ層は表土及び細礫を多量に含む盛土。Ⅲ層は礫を多

量に含む整地上。Ⅳ層はレンガ片、瓦片を含む近代以降の盛土。 V層 は炭化物を含む近代以降の整地土。Ⅵ層 。

Ⅶ層は礫を多量に含む盛土。Ⅷ層は礫、戊化物を含む近代以降の整地土。Ⅸ層は礫、炭化物を含む盛土。 X層 ～

�層は礫を少量含む近世の整地土。�層は粘土質シル トの自然堆積層である。遺構確認作業は�層上面及び�

層上面で行い、�層上面で性格不明遺構 2基、�層上面で性格不明遺構 5基の計 7基 を確認 した。�層上面遺

構のうち、壁面にかかる遺構 は、断面で堆積状況を確認するため掘 り上げた。

遺物は264点 出土 した (表6p50。 全て基本層出上である。内訳は陶磁器類224点、瓦片16点、石製品 1点 、金属

製品 2点、自然遺物20点 、その他 1点である。この内、近世に属する資料は肥前染付碗 (第21図 1)、 肥前染付

皿 (第21図 2)、 大堀相馬灰釉皿 (第 21図 3)が Ⅲ層、肥前青緑釉皿 (第 21図 4)がⅥ層、瓦質土器悟鉢 (第 21

図 5)が �層、銅製煙管吸口 (第21図 6)、 土人形 (第21図 7)、 砥石 (第 21図 8)、 寛永通宝 (第21図 9)が I

層から出土 している。
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第20図  D ttNo.3ト レンチ平面図・断面図



(1)SXl 性格不明遺構 (第20図、図版 4-5)
SX lは トレンチ北東隅に位置する。�層上面で確認 した。平面形は不明瞭であったが、礫、骨粉、炭化物の

分布 している範囲を遺構 として取 り扱った。規模は、上端の長軸約46cm、 短軸40cmを 測る。さらに トレンチの

外へ拡がる。堆積土は単層のシル トで、堆積土が薄 く明確な掘 り込みは確認することはできなかった。礫はSX
l外周部に集中してお り、配石を伴う遺構の可能性がある。遺物の出土はない。

(2)SX 2 性格不明遺構 (第 20図、図版 4-6)
SX 2は トレンチ中央部に位置する。�層上面で確認 した。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約96cm、 短

軸約67cm、 深さ13cmを 測る。底面は丸形を呈 し部分的に起伏を持つ。北側は浅 く平坦である。堆積土は 3層か

らなり、 1層 は礫、炭化物、骨粉を含む砂質シル ト。 2層 は 1層 に比べ炭化物が少量で砂質シル トである。 3層

は炭化物を少量含むシル トである。北側上端で径約35cmの 自然礫が壁面に沿うように確認 した。配石を伴 う遺

構の可能性がある。遺物の出土はない。

(3)SX 3～ SX7 性格不明遺構 (第 20図、図版 4-7)
SX 3は トレンチ中央東側に位置する。�層上面で確認 した。南側でSX 4を 切る。平面形は楕円形で、規模は

上端の長軸約80c m、 短軸約33cm、 深さ21cmを 測る。さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は 2層 からなり、 1

層は砂質シル トで、 2層 は 1層 よりやや色調の明るい砂質シル トである。遺物の出土はない。

SX 4は トレンチ中央に位置する。�層上面で確認 した。東偵IでSX 3に 切 られる。平面形は楕円形で、規模は

上端の長軸約60cm、 短軸約21cmを 測る。堆積土は砂質シル トである。遺物の出土はない。壁面にかからない遺

構のため掘 り上げは行っていない。

SX 5は トレンチ南側に位置する。�層上面で確認した。東側でSX 6を切る。平面形は楕円形で、規模は上端の

長軸約30cm、 短軸約20cmを測る。さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は砂質シル トである。遺物の出土はない。

SX 6は トレンチ南東に位置する。�層上面で確認した。西側でSX 5に切 られる。平面形は楕円形で、規模は上

端の長軸約30cm、 短軸約27cm、 深さ31cmを測る。堆積土は大礫を含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

SX 7は トレンチ南西に位置する。�層上面で確認 した。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約50cm、 短軸

約20cm、 深さ13cmを 測る。堆積土は単層で炭化物少量含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

シル トブロック

DttNo 3ト レンチ

ンル トブロッ
～20mm貢 褐 色 シル トブ ロ ック
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(4)遺構の確認面と時期

遺構 は基本層�層上面・基本層�層上面の 2面で 7基 を確認 した。基本層 X層・�層の出土遺物は全て近世

の遺物で、近代以降の遺物 を混入 しないことか ら基本層 X層・� 層・� 層の各層は近世の整地土 と考える。

従って、基本層�層上面の遺権は近世に属する。また、基本層�層上面の遺構 は近世以前に属すると考えられ

る。遺構の確認状況からNo.3ト レンチ周辺の遺構密度は高いと推測される。

No.4ト レンチ (第22～ 23図、図版 4-8、 図版 5-1～ 2)

S16-E57グ リッドに位置する。 トレンチは北東方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの長方形で面積は24∬

である。掘削深度は約2.2mを 測る。基本層序の作成は西壁で行った。 I層 か らⅢ層が瓦礫を含む盛土、以下、

自然堆積層となる。Ⅳ層は褐色シル トを含む粘土、 v層 は細礫を含む粘土質シル ト、Ⅵ層は黒褐色シル ト粒を含

む粘土質シル ト、Ⅶ層は黄褐色シル ト、褐色シル トを少量含む粘土質シル ト、Ⅷ層は橙色 シル ト、黄褐色シル ト

を含む粘土質シル ト、Ⅸ層は暗褐色シル トを多量に含む粘土質シル トである。遺構確認作業はⅣ層からⅨ層の各

層上面で行ったが遺構は確認されなかった。

遺物は83点 出土 している (表6p50。 撹乱及び基本層か らの出上である。内訳は陶磁器類71点 、瓦片11点 、石製

品 1点 である。この内、近世に属する資料は肥前染付長皿 (第 23図 1)が I層 ～Ⅲ層、肥前染付碗 (第23図 2)、

瀬戸・美濃染付皿 (第23図 3)、 肥前染付碗 (第 23図 4)、 肥前染付小郭 (第 23図 5)、 大堀相馬鉄釉半筒碗 (第

23図 6)、 連珠三巴文軒丸瓦 (第23図 7)がⅢ層か ら出土 している。
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第22図  DttNo 4ト レンチ平面図・断面図
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Ⅷ E区の調査成果

1 調 査 区 の設定 及 び 基 本 層 序

E区は東北大学学生実験棟北側の駐輪場内に 3箇所の トレンチを設定 した。 トレンチ番号は東からNo。 1～ No.

3と 名称を付けた。なお対象区は予定路線内 (No.3ト レンチ)お よび予定路線内と道路建設事業地が重複する

部分 (No.1ト レンチ 。No.2ト レンチ)である。調査面積はNo.1ト レンチが24だ 、No.2ト レンチが24だ 、No.

3ト レンチが24だ の計72ど である。基本層序はアスファル ト舗装 。砕石敷 きを除き、No.1ト レンチでは 8層

(I～ Ⅷ)、 No.2ト レンチでは 4層 (I～Ⅳ)、 No.3ト レンチでは 8層 (I～Ⅷ)か ら成る。近代以降の盛土、

整地土を除 く基本層の紺応は以下の通 りである。

No.1ト レンチ基本層Ⅷ層⇔No.2ト レンチ基本層Ⅳ層⇔No.3ト レンチ基本層V層

の
1測地系座標

―
E区

No:2 トレ/↓/t々

「確認面」と「確認面までの深さ」の数値は、上位の確認面による。

No l

西壁

N5

Ｗ５

・
（

屯
ｃＴ．

日本

N2    )

主ilⅢI益■
sl l.‐  , |   . |

CT-1:

PI, .― .  |
o           S=1:600          20m

iIIⅢ!_||:|:

△ 柱状図作成面

対
壁

Ｎｏ
西

62 000m一

…

〓 ‐ ／６０

14遺構確認層準

基準点の座標

点名 X座標 Y座標

CT-1
93406 151

93097 418

730 310

430 420

CT-2
93375 844

93067 111

CT-3
93362 326

93053 593

804 770

504 379

上段  日本 vRl地系座標
下段  世界測地系座標

各 トレンチの確認面と標高

E 区 No l No 2

遺構確認面 Ⅶ層上面 臣層上面 V層 上面

標高
地表面 (m) 6080前 後 6110前 後 6200前 後

確認面 (m) 5990前 後 6040前 後 6110前 後

確認面までの深 さ (m) 090前後 070前後 090前後

遺構確認 面60 000m―――

第24図  E区 トレンチ配置図・基本層序柱状図

-60 000m



2 確 認 され た遺 構 と遺 物

No.1ト レンチ (第25～ 26図、図版 5-3～ 7)

N4・ 5-W51グ リッドに位置する。 トレンチは北西方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの長方形で面積は

24ど である。掘削深度は約1.lmを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層～ V層 は盛土。Ⅵ層は細

礫少量、災化物少量含む近世の整地上。Ⅶ層・Ⅷ層は粘土質シル トの自然堆積層である。 またⅦ層はⅧ層上位の

漸移層である。遺構確認作業は遺構プランが明確なⅧ層上面で行った。壁の断面観察でⅦ層漸移層上面から掘 り

こむ遺構 を確認 したため、遺構確認面はⅦ層 とした。Ⅷ層上面で確認される遺構 も、本来の掘 り込み面はⅦ層上

面であると考える。遺構はピット9基、性格不明遺構 4基 を確認 した。

遺物は陶磁器類が基本層及びSX 2・ 3・ 4確認面か ら38点 出上 した (表7p50。 近世に属する資料は志野九皿

(第 26図 1)、 瀬戸・美濃灰釉鉄絵皿 (第 26図 2)、 肥前系灰釉陶器蓋 (第 26図 3)が I層 から、肥前染付小皿

(第26図 4)がⅥ層から出上 している。
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第25図  E ttNo.1ト レンチ平面図・断面図



1～2cm褐色 シル トブ ロ

トブロック

～5mmの 褐 色 シル

(1)Pl～ P9 ビッ ト (第 25図、図版 5-7)

Plは トレンチの北、Ⅶ層上面で確認 した。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約60cm、 短軸約30cmを 測

る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は炭化物を含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

P2～P5は トレンチ北西隅、Ⅶ層上面で確認 した。P2はP3を切 り、P4はP5を切る。平面形は楕円形で、

規模は径約10cm～ 26cmを 測る。P2、 P3、 P4は トレンチ外へ拡がる。堆積土はいずれも砂質シル トで、P3、

P4は炭化物を含む。遺物の出土はない。

P6は トレンチの西、Ⅷ層上面で確認した。東側でSX lを切る。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約56cm、

短軸約32cm測 る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は炭化物を含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

P7は トレンチの中央西、SX lの 遺構の平面形内で確認 した。平面形は楕円形で、規模は径約20cmを 測る。

堆積土は炭化物を含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

P8は トレンチの中央東、SX 2の遺構の平面形内で確認 した。平面形は楕円形で、規模は径約40cmを 測る。

堆積土は鉄分を含む粘土質シル トである。遺物の出土はない。

P9は トレンチの西、Ⅶ層上面で確認 した。東側でSX 4を 切る。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約

16cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土はシル トである。遺物の出土はない。

(2)SXl～ SX4 性格不明遺構 (第 25図、図版 5-7)

SX lは トレンチ中央西、Ⅷ層上面で確認 した。西側でP6、 遺構内をP7に切 られる。平面形は楕円形で、規

模は上端の長軸約101cm、 短軸約22cmを 測る。堆積土は民化物を含む粘土質シル トである。遺物の出土はない。

SX 2は トレンチの東、Ⅷ層上面で確認 した。南側でSX 4を 切 り、SX 3に 切 られ、遺構内をP8に切 られる。

平面形は不明で、規模は上端の長軸約150cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は鉄分を多 く含む砂質

シル トである。遺物は確認面から近世の陶器片が 3点 出土 した。

SX 3は トレンチの南東、SX 2、 SX 4の 遺構の平面形内で確認 した。北側でSX 2、 西側でSX 4を 切る。平面

形は不明で、規模は上端長軸約124cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は粘土質シル トである。遺物

は確認面から近世の磁器片が 2点 出土した。

SX 4は トレンチ中央南、Ⅷ層上面で確認 した。西壁の断面観察からⅧ層を掘 り込んでいることが判明したた

め、本来の遺構確認面はⅦ層上面である。東側でSX 2、 SX 3、 西側でP9に切 られる。平面形は不明で、規模

は工端の長軸約250cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土はシル トである。遺物は確認面から近世の陶

磁器片が 5点、土師質皿片 (第26図 5)が 1点出土 している。

(3)遺構の確認面と時期

遺構は基本層Ⅷ層上面で13基 を確認 した。基本層Ⅵ層の出土遺物は近世の遺物のみで近代以降の遺物が混入 し

ないことから近世の整地土 と考える。また、遺構確認面の基本層Ⅷ層上面は、遺構から出土 した遺物より、近世

の遺構面 と考えられる。遺構の確認状況からNo.1ト レンチ周辺の遺構密度は高いと推測される。
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第26図  E ttNo.1ト レンチ出土遺物

No.2ト レンチ (第 27～28図、図版 5-8、 図版 6-1～ 3)

N3-W53・ 54グ リッドに位置する。 トレンチは北東方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの 長方形で面積は

24ゴ である。掘削深度は約1.Omを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層盛土。 Ⅱ層からⅢ層が細

礫を多 く含む近代以降の整地土。Ⅳ層から粘土質シル トの自然堆積層 となる。Ⅲ層上面で根固め石を伴う建物跡

を確認 した。この建物跡は東北大学埋蔵文化財調査研究センターのこれまでの調査事例 (わ から陸軍第二師団の

施設の基礎である。遺構確認作業はⅣ層上面で行った。遺構はピット15基、性格不明遺構 1基 を確認 した。遺物

は撹乱から近世の磁器を 2点 出土 したのみである は7p50。 この内 1点 は肥前染付壺 (第 28図 1)で ある。

(1)Pl～ P15 ピッ ト (第 27図、図版 6-3)
トレンチ内の撹乱を除 く範囲、Ⅳ層上面で確認 した。切 り合 うピットは 4基で、P2は P3、 P6はP7を 切る。

平面形は楕円形で、規模は上端の径約20cm～ 50cmを測る。建物跡や柱列跡を構成するピットは認められない。

堆積土は色調の違いはあるが粘土質シル トで、P2は 炭化物を含み、P4、 P5、 P8、 P15は鉄分を多 く含む。

遺物の出土はない。

(2)SXl 性格不明遺構 (第 27図、図版 6-3)
SX lは トレンチ中央北、Ⅳ層上面で確認 した。東側でP3を切る。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約

158cm、 短軸約60cmを 測る。さらに トレンチ外へ拡がる。堆積土は粘土質シル トである。遺物の出土はない。

(3)遺構の確認面と時期

遺構は基本層Ⅳ層上面でピット15基、性格不明遺構 1基 を確認 した。これらの遺構は近代整地土である基本層

Ⅲ層を掘 り込まないことや、基本層Ⅳ層はNo.1ト レンチ基本層Ⅷ層上面に姑応することから近世の遺構 と考え

られる。

(註)藤澤敦氏 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター)のご教示による。第二師団関連の建物基礎は、東北大学埋蔵文化財調査研究センター 2000 『東北大学埋蔵文化財調査年報 13】
P70-71に 類例がある。

レンチ出土陶磁器・土器
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No.3ト レンチ (第29図、図版 6-4～ 6)

Nl― w56グ リッドを中心 として位置する。 トレンチは北西方向に長軸を設定 し、規模は 3× 8mの長方形で

面積は24ど である。掘削深度は約1.lmを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層 か らⅢ層までが盛

土。Ⅳ層がNo.2ト レンチⅢ層に対応する近代以降の整地上、以下、 自然堆積層 とな り、 V層 は粘土質シル ト。

Ⅵ層は砂質シル ト。Ⅶ層は粘土質シル ト。Ⅷ層は砂質シル トである。遺構確認作業はV層上面で行ったが、遺構
の確認はない。遺物は基本層Ⅳ層から近世の磁器片を 1点、撹乱から明治時代以降の磁器を 5点出土 したのみで

ある (表7p50。

62 200m―込_

62 000m上

|  1境 乱

m

第29図  E ttNo.3ト レンチ平面図・断面図



Ⅸ F区の調査成果

1 調査 区の設定及び基本層序

F区は東北大学マルチメデイア棟の北側駐輪場内に 3箇所の トレンチを設定した。 トレンチ番号は東からNo.

1～No.3と 名称を付けた。なお対象区は予定路線内と道路建設事業地が重複する部分である。調査面積は各 ト

レンチとも24∬ の計72ご である。基本層序はアスファルト舗装・砕石敷きを除き、No。 1ト レンチでは 7層 (I

～Ⅷ)、 No。 2ト レンチでは 8層 (I～Ⅷ)、 No.3ト レンチでは10層 (I～ Ⅸ)か ら成る。近代以降の盛上、整

地上を除く基本層の対応は以下の通 りである。

No.1ト レンチ基本層V層⇔No.2ト レンチ基本層V層⇔No.3ト レンチ基本層Ⅵ層

No.1ト レンチ基本層Ⅶ層⇔No.2ト レンチ基本層Ⅷ層⇔No.3ト レンチ基本層X層

キ陰  是奔判蛇緊睦覆

58 000m―

56000m――

各 トレンチの確認面と標高

F 区 No.2

遺構確認面 V層上面 V層上面 Ⅵ層上面

標高
地表面 lm: 5730前 後 5750前 後 5■ 70前後

確認面 (m 5640前 後 5640前 後 5660前 後

腹認面までの深さ(m 090前後 110前後 110前後

第30図  F区 トレンチ配置図・基本層序柱状図
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2 確認された遺構と遺物

No.1ト レンチ (第 31図 、図版 6-7～ 8、 図版 7-1)
N6・ 7-W47グ リッドに位置する。 トレンチは北西方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの長方形で、面積

は24∬ である。掘削深度は約0。 9mを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層 は盛砂、 Ⅱ層からⅣ層

までは近代以降の盛土で以下、自然堆積層となり、 V層 は粘土質シル ト、Ⅵ層は砂質シル ト、Ⅶ層は砂礫 (段丘

礫層)である。なおⅣ層上面で E ttNo.2ト レンチ同様の根固め石 を伴 う建物跡の基礎を確認 した。遺構確認作

業はV層 上面で行ったが遺構の確認はない。遺物は撹乱 と基本層Ⅳ層から近世 と近代の陶磁器片が 4点出土 した

のみである (共8p5の。この内 1点 は近世の肥前染付小碗 (第32図 1)である。
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第31図  F ttNo.1ト レンチ平面図

ノDl
第32図  F ttNo.1ト レンチ出土遺物

FttNolト レンチ出土磁器観察表

図版番号
鎌

号

０

番
tLI土 地 点

種 別 器 種 部 位

磁 器 /Jヽね死 回縁 副

`～

体 器

量 (cm)
産 地 時 期 備     考  1雷暴
月巴前 18c♀             Sili3            1Pcm



No.2ト レンチ (第33図 、図版 7-2～ 3)

N5。 6-W48グ リッドに位置する。 トレンチは北西方向に長軸 を設定 し、規模は 4× 6mの 長方形で面積 は

24∬ である。掘削深度は約1.lmを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層 ～Ⅲ層までは近代以降の

盛土、Ⅳ層は近代の整地土、以下、自然堆積層となり、 V層は粘土質シル ト、Ⅵ層は粒子の粗い砂層、Ⅶ層は砂

質シル ト、Ⅷ層は砂礫 (段丘礫層)である。遺構確認作業はV層上面で行ったが遺構の確認はない。遺物は撹乱

と基本層 I層から近世 と近代以降の磁器片が 8点出土 したのみである 鶴 p5の 。
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No2ト レンチ

第33図  F ttNo.2ト レンチ平面図・断面図



No.3ト レンチ (第34図 、図版 7-4～ 5)

N5-W49・ 50グ リッドに位置する。 トレンチは北西方向に長軸を設定し、規模は 4× 6mの 長方形で面積は

24∬ である。掘削深度は約1.2mを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層 ～Ⅳ層 までは近代以降の

盛土、V層 は近代の整地上、以下、自然堆積層 となり、Ⅵ層～Ⅷ層は粘土質シル ト、Ⅸ層は砂質シル ト、 X層 は

砂礫 (段丘礫層)で ある。遺物は基本層 より24点 出土 した (表8p5つ 。内訳は近代以降を主 とす る陶磁器類23点、

その他 1点である。

なお トレンチ北西角から北へ lmの地点で、アスファル ト舗装の陥没により近世の井戸跡 1基が発見されてい

る。
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X G区 の調査成果

1 調査区の設定及び基本層序

G区は東北大学川内体育館の周辺 と市道沿いの緑地帯に 5箇所の トレンチを設定 した。 トレンチ番号 は東から

No.1～No.5と 名称を付けた。なお対象区は予定路線内と道路建設事業地が重複する部分 (No.2。 No.4・ No。

5ト レンチ)及び道路建設事業地内 (No.1。 No,3ト レンチ)である。調査面積はNo.1ト レンチが18だ、No.2
～ 5ト レンチが各 9どの計54だ である。基本層序はNo.1ト レンチでは大別 9層 (I～ Ⅸ)、 No。 2ト レンチでは

5層 (I～ V)、 NO.3ト レンチではlo層 (I～ X)、 No.4ト レンチでは 9層 (I～ Ⅸ)、 No.5ト レンチでは13

層 (I～ Xlll)か ら成る。表土、近代以降の盛土・整地土を除 く基本層の対応は以下の通 りである。

Nα 2ト レンチ基本層Ⅳ層⇔No.3ト レンチ基本層Ⅸ層

NO.1ト レンチ基本層Ⅸ層⇔No.2ト レンチ基本層V層⇔N6.3ト レンチ基本層X層⇔No,4ト レンチ基本層Ⅸ層⇔No.5ト レンチ基本層�層

日本測地系獲康
世界測地系座標

57 000m―

■遺構確認層準

*帷 認面」と「地表面までの深さJの数値は、Lrtの確認面による。

第35図  G区 トレンチ配置図・基本層序柱状図
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2 確認された遺構と遺物

No.1ト レンチ (第36～ 37図、図版 7-6～ 8、 図版 8-1～ 2)

N14。 15-W32グ リッドに位置する。 トレンチは東西方向に長軸を設定 し、規模は 3× 6mの長方形で面積

は18∬ である。掘削深度は約1.3mを測る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層 盛土からⅨ層粘土質シ

ル トまで大別 9層、細別17層 からなる。 I層 は細礫、炭化物を含む盛砂。 Ⅱ層は細別 2層 か らなり、細礫多量、

中礫、炭化物含む盛土。Ⅲ層は細別 5層 からなり、桟瓦を伴 う近代以降の整地上。Ⅳ層は細別 4層 からな り、炭

化物、焼土多量に含む近世の整地土。V層～Ⅷ層は中礫、炭化物を含む近世の整地土。Ⅸ層から粘土質シル トの

自然堆積層 となる。遺構確認作業はⅣ層上面で行ったが遺構の確認は出来なかった。 トレンチ中央に南北ベル ト

を設定 し、 さらにV層上面 。Ⅷ層上面まで掘 り下げた。北壁及び南北ベル トの断面観察か ら、Ⅳ層を掘 り込んで

いる性格不明遺構 1基 を確認した。Ⅷ層以下の土層堆積状況の観察は北側 。西側に設定 したサブ トレンチで行い、

Ⅸ層を確認 した。

遺物は撹乱及び基本層、 SXl堆 積土か ら211点 が出土 した は9p5の。内訳は陶磁器類 164点、瓦片41点 、石製

品 1点、金属製品 2点、その他3点である。この内、近世に属する資料は瀬戸・美濃白磁紅皿 (第37図 1)が撹

乱か ら、肥前染付皿 (第 37図 2)が Ⅲ層、肥前染付合子蓋 (第 37図 3)、 信楽鉄釉二耳壺 (第 37図 4)がⅣ層、

焼塩壷 (第 37図 5)、 岸窯系鉄釉橋鉢 (第37図 6)が V層、肥前染付碗 (第 37図 7)がⅥ層から出土している。

(1)SXl 性格不明遺構 (第 36図、図版 7-7)

平面での遺構プランが不明瞭であったため確認に至 らなかった。南北ベル トと北壁の断面観察からⅣ層を掘 り

込んでいることが判明した。遺構の上端を推定するとトレンチの北側大半を占め、さらに トレンチ外へ拡がる。

平面形は不明で、規模は確認長軸約490cm、 深 さ約25cmを 測る。底面は平坦であると考えられる。堆積土は単

層で中礫少量、炭化物粒を多 く含む砂質シル トである。遺物は近世の陶磁器片が 8点出土 した。
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第36図  G ttNo.1ト レンチ平面図・断面図
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レンチ基本層土層

ンル トブロック・

(2)遺構の確認面 と時期

遺構は基本層Ⅳ層上面で性格不明遺構 1基 を確認 した。基本層Ⅳ層からは近代以降の遺物の混入がないことや

遺構か ら出土 した遺物から、遺構確認面である基本層Ⅳ層上面は、近世の遺構面と考える。
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No.2ト レンチ (第 38～ 39図 、図版 8-3～ 6)

N13-W33。 34グ リッドに位置する。 トレンチは 3× 3mの方形で面積は 9∬ である。掘削深度は約0,7mを

測る。基本層序の作成は南壁、東壁、西壁で行った。 I層 は盛土、 Ⅱ層は円礫、鉄屑を多量に合む盛土、Ⅲ層は

礫を多量に含む近代以降の整地上、Ⅳ層は責褐色シル トブロック、炭化物少量を含む近世の整地上、 V層 か ら粘

土質シル トの自然堆積層である。遺構確認作業はV層上面で行った。確認 した遺構はピット7基、性格不明遺構

3基である。壁の土層断面観察でⅣ層上面か ら掘 りこむ遺構を確認 したため、遺構確認面はⅣ層上面 とV層上面

とした。

遺物は基本層及びSX l・ Pl確認面か ら35点 が出土 した は9pうの。内訳は陶磁器類32点 、瓦片 1点 、金属製品

1点、土製品 1点である。この内、近世に属する資料は岸窯系橋鉢 (第 39図 -1)が I層、瀬戸・美濃灰釉小邦

(第39図 -2)が Ⅳ層から出土 している。
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第38図  G ttNo.2ト レンチ平面図・断面図



(1)Pl～ P7 ピッ ト (第38図、図版 8-6)
Pl～P4は トレンチの中央～中央東に位置する。 V層上面で確認 した。Plは 東側でP2、 北側でP3、 西側

でSX 2を 切 る。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約42cm、 短軸約36cmを 測る。堆積土は砂質シル トであ

る。遺物は確認面か ら近世の九瓦片 1点、焼塩壷 (第 39図 5)1点 が出土 した。P2は 西側でPlに切 られる。

平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約48cm、 短軸約38cmを 測る。堆積土は炭化物少量含む砂質シル トである。

遺物の出土はない。P3は南側でPlに切 られる。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約24cmを 測る。堆積土

は砂質シル トである。遺物の出土はない。P4は平面形が楕円形で、規模は上端の長軸約28cmを 測る。堆積土は

炭化物少量含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

P5は トレンチ南に位置する。 V層上面で確認 した。柱痕跡をもつ柱穴である。P6と の切 り合い関係は不明

瞭であった。東側でP7を 切る。平面形は不明で、規模は上端の長軸約60cmを 測る。堆積土は炭化物粒少量含

む砂質シル トである。柱痕跡の平面形は円形で、規模は直径約20cmを 測る。堆積土は炭化物粒少量含む粘土質
シル トである。遺物の出土はない。

P6、 P7は トレンチ南に位置する。 V層上面で確認 した。P6は西側でSX lに切 られる。平面形は楕円形で、

規模は上端の長軸約30cmを 測る。堆積土は炭化物少量含む砂質シル トである。P7は西側でP5に切 られる。平

面形は不明で、規模は上端の長軸約10cmを 測る。堆積土は戊化物少量含む砂質シル トである。 ともに遺物の出

土はない。

(2)SXl～ sx3 性格不明遺構 (第38図 、図版 8-6)
SX lは トレンチ南に位置する。壁の土層断面観察からⅣ層を掘 り込んでいることが判明した。東側でP6、 北

側でSx 2を 切る。平面形は不明で、規模は上端の長軸約196cmを 測る。堆積土は炭化物多量に含むグライ化 し

たシル トである。遺物は確認面から近世の陶磁器類 6点 が出上 した。内 2点 は、肥前染付碗 (第 39図 3)、 肥前

染付皿 (第39図 4)である。

SX 2は トレンチ中央西に位置する。 V層上面で確認 した。東側でPl、 南側でSX lに 切 られ、西側でSX 3を
切る。平面形は不明で、規模は上端の長軸約232cmを 測る。堆積土は炭化物多量に含む砂質シル トである。遺物
の出土はない。

SX 3は トレンチ西に位置する。 V層上面で確認 した。周囲をSX 2に 切 られる。平面形は不明で、規模は上端
の長軸約44cmを 測る。堆積土は砂質シル トである。遺物の出土はない。

(3)遺構の確認面と時期

遺構は基本層Ⅳ層上面と基本層 V層上面で計10基 を確認 した。基本層Ⅳ層の出土遺物は、全て19世紀～幕末に

属 し、基本層Ⅳ層上面で確認 したSX lの 出土遺物は近世の遺物のみであることか ら、基本層Ⅳ層は近世の整地

土と考える。遺構確認面は基本層Ⅳ層上面・基本層 V層 上面の 2面で、出土遺物などから近世の遺構面と考えら

れる。遺構の確認状況からNo.2ト レンチ周辺の遺構密度は高いと推測される。
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No.3ト レンチ (第40図 、図版 8-7・ 8、 図版 9-1・ 2)

N13-W35。 36グ リッドに位置する。 トレンチは 3× 3mの方形で面積は 9∬ である。掘削深度は約0.9mを 測る。

基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層表土。Ⅱ層～Ⅷ層まで瓦礫、小礫、鉄屑等を含む盛土。Ⅷ層は細礫少量

含む近代以降の整地上。Ⅸ層は砂粒含む近世の整地上。X層 は粘土質シル トで自然堆積層である。遺構確認作業はX

層上面で行った。確認した遺構はピット2基である。遺物は基本層から陶磁器類を 5点出土したのみである は9p5の 。

(1)Pl・ P2 ピッ ト (第40図 、図版 9-1～ 2)

Plは トレンチ中央北に位置する。 X層 上面で確認 した。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約82cm、 短軸

64cmを 測る。堆積土は粘土質シル トである。遺物の出土はない。

P2は トレンチ東に位置する。 X層 上面で確認した。平面形は楕円形で、規模は上端の径約20cmを 測る。堆積

土は粘土質シル トである。径約18cmの 楕円で扁平な根石を伴 う柱穴である。遺物の出土はない。

(2)遺構の確認面 と時期

遺構は基本層 X層 上面でピット2基 を確認 した。基本層Ⅸ層はNo.2ト レンチ基本層Ⅳ層に射応することか ら、

基本層Ⅸ層は近世の整地上である。遺構がこの整地土の下で検出されること並びにNo.2ト レンチの状況 より、

遺構確認面の基本層 X層 上面は、近世の遺構面と考える。

57500m⊥

57500m上 ♂
一

第40図  G ttNo.3ト レンチ平面図・断面図



No.4ト レンチ (第 41図 、図版 9-3～ 4)

N12・ 13-W37グ リッドに位置する。 トレンチは 3× 3mの 方形で面積は9∬ である。掘削深度は約1.Omを 浪j

る。基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層表土。 Ⅱ層～Ⅵ層まで瓦礫、小礫 を多量に含む盛土。Ⅶ層・Ⅷ

層は礫多量に含む近代の整地土。Ⅸ層か ら粘土質シル トの自然堆積層である。遺構確認作業はⅨ層上面で行った

が、遺構の確認はない。遺物は陶磁器が撹乱および基本層から35点 が出上 した (去9 p tt。

58 000m⊥

58000m上

O           S=1:60           2n

No,5ト レンチ (第 42～ 43図 、図版 9-5～ 6)

N12-W39グ リッドに位置する。 トレンチは 3× 3mの 方形で面積は9だ である。掘削深度は約1.7mを 測る。

基本層序の作成は北壁、西壁で行った。 I層表土。 Ⅱ層～� 層まで瓦礫、細礫を含む盛土。�層は粘土質シル

トで自然堆積層。�層は砂礫 (段丘礫層)である。遺構確認作業は� 層上面で行い、性格不明遺構 2基 を確認

した。遺物は撹乱及び基本層、SX 2確認面から磁器14点、瓦片 1点が出土 した。この内 1点 は近世の肥前染付

大皿 (第43図 1)で ある。

(1)SXl・ SX2 性格不明遺構 (第42図 、図版 9-6)

SX lは トレンチ東に位置する。�層上面で確認 した。南側でSX 2を 切る。平面形は不明で、規模は上端の長

軸約134cmを 測る。堆積土は鉄分多量に含むグライ化 した粘土質シル トで、遺物の出土はない。

SX 2は トレンチ南に位置する。�層上面で確認 した。北東側でSX l、 西側で撹乱に切 られる。平面形は不明

で、規模は上端の長軸約126cmを 測る。堆積土は粘土質シル トである。遺物は近世の瓦片が1点出土 した。

(2)遺構の確認面 と時期

遺構は基本層�層上面で 2基 を確認 した。基本層�層は、No 2ト レンチ基本層V層 、No.3ト レンチ基本層

X層 と層位が姑応すること、遺構は� 層を掘 り込んでいないことから近世の遺構面と考えられる。

第41図  G ttNo.4ト レンチ平面図・断面図
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�  H区 の調査成果

1 調査区の設定及び基本層序

H区 は西公園プール東側の遊歩道と、プール西側の駐車場に各 1箇所ずつ トレンチを設定 した。 トレンチ番号

は東側からNo.1、 No.2と 名称を付けた。なお対象区は予定路線内である。調査面積は各 トレンチとも24ど の計

48だ である。基本層序はNo.1ト レンチでは大別 8層 (I～ Ⅷ)、 No.2ト レンチでは大別 6層 (I～ Ⅵ)か ら成

る。表土、盛土を除 く、基本層の姑応はなかった。
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●遺構確認層攀

各 トレンチの確認面と標高

H 区 No.1 No 2

遺構確認面 V・ Ⅵ層上面 Ⅳ・ V層上騒

標 高
地表面 (m) 3130前後 3200前 後

確認面 (d 3050前後 3110前後

確認面までの深 さ∝ 080前後 090前後

*「確認面」と「確認面までの深 さ」の数値は、上位の確認面による。

第44図 H区 トレンチ配置図・基本層序桂状図
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2 確認された遺構と遺物

No.1ト レンチ (第45～ 46図、図版 9-7～ 8、 図版10-1～ 3)

S12-E44。 45グ リッドを中心に位置する。 トレンチは北西方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの 長方形で、

面積は24∬ である。掘削深度は約1.Omを測る。基本層序の作成は北壁、西壁、南壁で行った。 I層表土か らⅧ

層整地土まで大別 8層、細別14層 からなる。 I層～Ⅳ層は大礫、レンガ片、民化物を含む盛土、V層～Ⅷ層まで

は炭化物を少量含む近世の整地土である心遺構確認作業はⅥ層上面で行い、性格不明遺構 7基を確認 した。壁面

観察でV層上面から掘 り込む遺構を確認 したため、遺構確認面は基本層 V層 上面と基本層Ⅵ層上面 としだ。

遺物は撹乱、基本層及びSX l、 SX 5、 SX 7か ら569点 が出土 した はll p5の 。内訳は陶磁器類549点 、瓦片18点 、

土製品 1点、その他 1点 である。近世に属する資料は肥前染付皿 (第 46図 2)、 肥前染付碗 (第46図 3)、 肥前

染付広東碗 (第 46図 4)が V層 から出土している。

(刊 )SXl 性格不明遺構 (第45図、図版10-3)

SX lは トレンチ南側に位置する。V層上面で確認 した。性格究明のため南側にサブ トレンチを設定 し掘 り下

げた。平面形は不明で、規模は上端の長軸約298cm、 短軸約240cmを 測る。さらに トレンチ外に拡がる。堆積土

は 2層 からなる。 1層 は細礫少量、炭化物多量含む砂質シル ト。 2層 は災化物、中礫含む砂質シル トである。出

土遺物は49点 で全て近世に属する。切込御神酒徳利 (第46図 5)、 堤黒釉鉢 (第46図 6)、 土製品の碁石 (第46

図 8)が 1層、唐津三島手象嵌大鉢 (第46図 7)が 2層から出土 している。

(2)SX 2 性格不明遺構 (第45図、図版10-3)

SX 2は トレンチ西側に位置する。 V層上面で確認 した。堆積状況把握のため、サブ トレンチを設定 し一部掘

り下げを行った。北側でSX 7を 切る。平面形は不明である。規模は上端の長軸約230cm、 短軸約190cmを 測る。

さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は大別 3層からなる。 1層 は炭化物を微量含む砂質シル ト、 2層 は砂質シル

ト、 3層 は炭化物を微量含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

(3)SX 3～ 7 性格不明遺構 (第45図、図版10-3)

SX 3は トレンチ中央に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。北側でSX 6を 切っている。平面形は楕円形で、規模

は上端の長軸約70cm、 短軸約54cmを 測る。上面より礫が多量に検出された。堆積土は炭化物少量含む砂質シル

トである。遺物の出土はない。

SX 4は トレンチ中央に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。SX 5と SX 6を 切る。平面形は不整楕円形で、規模は

上端の長軸102cm、 短軸70cmを 測る。上面より礫が多量に検出された。堆積土は炭化物を少量含む砂質シル ト

である。遺物の出土はない。

SX 5は トレンチ中央東に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。西側でSX 4に 切 られる。平面形は楕円形で、規模

は上端の長軸70cm、 短軸60cmを 測る。上面より礫が多量に検出された。堆積土は炭化物少量含む砂質シル トで

ある。遺物は堤鉄釉悟鉢 (第46図 9)が 1点出土 した。

SX 6は トレンチ中央西に位置する。Ⅵ層上面で確認した。南側でSX 3、 SX 4に切 られる。平面形は楕円形で、

規模は上端の長軸約152cm、 短軸約100cmを 測る。堆積土は炭化物多量に含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

SX 7は トレンチ北側に位置する。Ⅵ層上面で確認 した。西側でSX 2に 切 られる。平面形は楕円形で、規模は

上端の長軸約HOcm、 短軸60cmを測る。上面より礫が多量に検出された。堆積土は炭化物少量含む砂質シル ト

である。遺物は肥前染付深皿 (第 46図 10)が 1点 出土した。

(4)遺構の確認面 と時期

遺構は基本層V層上面 と基本層Ⅵ層上面で 7基 を確認 した。基本層 V層 は、V層 および遺構出土遺物がすべて

近世の遺物で近代以降の遺物を混入 しないことから、近世の整地土と考える。遺構確認面はV層上面、Ⅵ層上面

の 2面で近世の遺構面と考える。遺構の確認状況からNo.1ト レンチの周辺の遺構密度は高いと推測される。
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Nolト レンチ出

Nolト レンテ出土

No.2ト レンチ (第47～48図、図版10-4～ 8)

S8-E33グ リッドに位置する。 トレンチは北方向に長軸を設定 し、規模は 4× 6mの長方形で面積は24∬ で

ある。掘肖1深度は約2,Omを 測る。基本層序の作成は北壁、西壁、東壁で行った。 I層盛土からⅥ層砂層まで大

別 6層、細別 9層からなる。 I層 は瓦礫、コンクリー ト塊を含む盛土。 Ⅱ層・Ⅲ層は礫、炭化物を含む盛土。Ⅳ

層は炭化物粒を多量に含む近世の整地土。V層から砂質シル トの自然堆積層となる。遺構確認作業はV層上面で

行い、ピット7基、性格不明遺構12基 を確認 した。壁面観察でⅣ層を掘 り込む遺構を確認 したため遺構確認面は

基本層Ⅳ層上面 と基本層V層上面とした。

遺物は撹乱、基本層及びSX l・ 3・ 4確認面、SX 6堆 積± 1層 、SX 7・ 11確認面から254点が出上 した 僚9p5の 。

内訳は陶磁器類236点、瓦片11点、石製品 3点、金属製品 2点、土製品 1点、縄文土器 1点 である。Ⅳ層及び各

遺構の出土遺物の多 くは近世に属するもので、Ⅳ層からは土製品の碁石 (第48図 10)が出土 している。

(刊 )Pl～ P7 ビッ ト (第47図、図版10-8)

Pl、 P2は トレンチの東側、P3～P7は トレンチの西側に位置する。いずれもV層上面で確認 した。Pl、 P

2はSX12を 切 り、P3は SX 9を 切 りSX 8に 切 られる。P5は SX10に 切 られ、SXllを 切っている。平面形はP4

が方形で、規模は 1辺約26cm、 他のピットは円形で、規模は上端の径約15～35cmを 測る。堆積土は炭化物を少

量含む砂質シル ト。遺物の出土はない。

(2)SXl・ SX2 性格不明遺構 (第 47図 、図版10-8)

トレンチの北側に位置する。V層上面で確認 した。東壁の断面観察からⅣ層を掘 り込んでいることを確認 した

ため、本来の遺構確認面はⅣ層上面である。SX lは SX 2、 SXllを 切る。平面形は不明で、規模は上端の長軸

約384cm、 短軸約130cmを 測る。さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は 2層 に大別され、 1層 は礫・炭化物を多

量に含む砂質シル ト、 2層 は細礫 を少量含む砂質シル トである。遺物は近世の陶磁器類が 4点 出土 している。

SX 2は SX lに 切 られ、SX 6、 SX12を 切る。平面形は不明で、規模は上端の長軸約106cm、 短軸約76cmを 測る。

さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は小礫を少量含む砂質シル トである。遺物の出土はない。

(3)SX 3～ SX5 性格不明遺構 (第47図、図版10-8)

トレンチの東に位置する。V層上面で確認 した。SX 3は SX 6、 SX12を切る。平面形は楕円形で、規模は上

端の長軸約82cm、 短軸約72cmを 測る。堆積土は礫多量に含む砂質シル トである。遺物は近世の肥前染付皿 (第

48図 1)が出土 した。SX 4は SX 6、 SX12を 切る。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約100cm、 短軸約

36cmを 測る。堆積土は炭化物粒 を多量に含む砂質シル ト。遺物は近世の磁器 2点が出土 した。SX 5は SX 6、

SX 7を 切る。平面形は楕円形で、規模は上端の長軸約36cm、 短軸約32cmを 測る。堆積土は炭化物を多量に含

む砂質シル トである。遺物の出土はない。

(4)SX6 性格不明遺構 (第47図、図版10-8)

トレンチの中央に位置する。V層上面で確認 した。SX l～ SX 5に 切 られ、SX 8、 SX10～ SX12を 切る。平面

形は楕円形で、規模は上端の長軸約502cm、 短軸約234cm、 深さ90cmを測る。底面は起伏がある。撹乱壁の断

面観察から堆積土は 4層 に大別された。 1層 から3層 は礫多量に含む砂質シル ト、 4層 は炭化物少量含む砂質シ
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ンル トプロック。

ル トである。遺物は堆積± 1層 より25点 が出土 した。全て近世に属するもので肥前染付碗 (第48図 2)、 肥前染

付碗 (第48図 3)、 肥前染付鉢 (第48図 4)、 大堀相馬鉄釉碗 (第48図 5)、 大堀相馬灰釉蓋 (第 48図 6)、 大堀

相馬白濁釉碗 (第48図 7)、 硯 (第48図 8)、 砥石 (第48図 9)等がある。

(5)SX 7～ SX12 性格不明遺構 (第47図、図版10-8)

SX 7は トレンチ南東角に位置する。 V層上面で確認 した。SX 5に切 られ、SX12を 切る。平面形は不明で、

規模は上端の長軸は約42cm、 短軸は約22cmを 測る。さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は炭化物粒を含む砂質

シル トで、遺物は錐先 と考えられる金属製品が 1点出土 した。

SX 8は トレンチ南西に位置する。V層上面で確認した。SX 6に 切 られ、SX 9、 P3を切る。平面形は不明で、

規模は上端の長軸は約 108cm、 短軸は約66cmを 測る。さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は炭化物を少量含む

砂質シル トである。遺物の出土はない。

SX 9は トレンチ南西角に位置する。 V層上面で確認 した。P3、 SX 8に 切 られる。平面形は不明で、上端の

長軸は約50cm、 短軸は約20cmを 測 り、 トレンチ外に拡がる。堆積土は砂質シル トである。遺物の出土はない。

SX10は トレンチの南西に位置する。V層上面で確認 した。SX 6に 切 られ、P5、 SXllを 切る。平面形は楕円

形で、規模は上端の長軸約70cm、 短軸約64cmを 測る。さらに トレンチ外に拡がる。堆積土は炭化物粒を少量含

む砂質シル トである。遺物の出土はない。

SXllは トレンチ西側に位置する。V層上面で確認 した。SX l・ SX 6。 SX10、 P5に切 られる。形状は不明

で、規模は上端の長軸約400cmである。さらに トレンチ外に拡がる。境乱壁の断面観察から堆積土は 3層 に大別

され、 1層 ・ 2層 は炭化物粒を含む砂質シル トで、 3層 は炭化物粒を含む砂層である。遺物は堆積± 1層 から縄

文時代中期の土器片が 1点 出土した。

SX12は トレンチ東側に位置する。V層上面で確認 した。SX 2～ SX 4。 SX 6・ SX 7、 Pl・ P2に切 られる。

平面形は不明で、規模は上端の確認長軸は500cm、 さらに トレンチ外に拡がる。撹乱壁の断面観察から堆積土は

2層 に大別される。 1層 は炭化物をやや多 く含む砂層、 2層 は炭化物を少量含む砂層である。遺物の出土はない。

(6)遺構の確認面 と時期

遺構は基本層Ⅳ層上面・基本層V層上面で19基 を確認 した。Ⅳ層の出土遺物は近世を主体 としていることから

近世の整地上と考える。遺構確認面は基本層Ⅳ層上面・基本層V層上面の 2面で、近世の遺構面 と考える。遺構

の確認状況からNo.2ト レンチ周辺の遺構密度は高いと推測される。
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� まとめ

この調査は、高速鉄道東西線建設事業及び都市計画道路川内旗立線 (川 内工区)の建設に伴い、確認・試掘調

査として、前年度に引き続 き行われた 2年次の調査 となる。調査区は仙台城跡及びその隣接地、川内A遺跡の隣

接地、西公園地区を対象に22箇 所の トレンチを設定 した。野外調査は平成17年 7月 25日 から同年 11月 1日 まで

行った。調査面積は421ど である。

各区の確認遺構及び出土遺物
A区 (仮称国際センター駅部周辺 :川 内A遺跡隣接地 )

2箇所の調査が行われた。No.7ト レンチでは溝跡1条 を確認 した。溝堆積土には近代以降の遺物が混入せず、

周辺 (川 内A遺跡)の状況から近世以前の遺構の可能性が高い。No.8ト レンチでは遺構を確認できなかった。

B区 (扇坂 トンネル部 :仙 台城跡隣接地試掘調査 )

3箇所の調査が行われた。No.7ト レンチ 。No.8ト レンチでは、近代以降の盛土が厚 く、遺構面に達すること

が出来なかった。No.9ト レンチでは、盛土下に流入土 と考えられる層が厚 く続 き、遺構確認面を検出すること

が出来なかった。

C区 (亀岡 トンネル部 :仙 台城跡確認調査 )

1箇所の調査が行われた。No.6ト レンチでは近世の遺構面 2面 と整地層を確認 した。確認された遺構は土坑
3基、溝跡 4条、ピット2基、性格不明遺構 3基である。前年度の調査結果とあわせて周辺には近世の遺構が展

開していると考えられる。

D区 (仮称西公園駅部周辺)

3箇所の調査が行われた。No.2ト レンチ・No.4ト レンチでは黒褐色の自然堆積層を確認 した。内で もNo.4
トレンチの自然堆積層の残存状況は良好であった。No.2ト レンチでは近世以前の遺構面を 1面確認 した。確認

された遺構は性格不明遺構 1基である。No.3ト レンチでは黒褐色の自然堆積層は確認されず、近世 と近世以前
の遺構面 2面 と近世の整地層を確認 した。確認された遺構は性格不明遺構 7基である。

E区 (仮称川内駅部 :仙台城跡確認調査 )

3箇所の調査が行われた。No.1ト レンチでは近世の遺構面 1面 と整地層を確認 した。確認された遺構はピッ

ト9基、性格不明遺構 4基である。No.2ト レンチでは近世の遺構面を 1面確認 した。確認 した遺構 はピット15

基、性格不明遺構 1基である。No.3ト レンチは近代以降に削平 されてお り、近世の遺構 は確認できなかった。

E区東側には、近世の遺構の広が りが期待できる。

F区 (仮称川内駅部 :仙台城跡確認調査 )

3箇所の調査が行われた。調査区の大部分は撹乱されているため、近世の遺構は確認できなかった。No.3ト
レンチより北へ lmの地点で、アスファル ト舗装の陥没により近世の井戸跡 1基 を確認 した。周辺は攪乱により

大部分が削平されていると思われるが、井戸跡等の深 く掘 られた遺構は残存 している。

G区 (扇坂 トンネル部 :仙 台城跡確認調査 )

5箇所の調査が行われた。No.1ト レンチでは近世の遺構面 1面 と整地層を確認 した。確認された遺構 は性格

不明遺構 1基である。No.2ト レンチでは近世の遺構面 2面 と整れ層を確認 した。確認された遺構はピッ ト7基、

性格不明遺構 3基である。No.3ト レンチでは近世の遺構面 1面 と整地層を確認 した。確認された遺構 はピット

2基である。P2は根石を伴い、周辺に建物跡が展開している可能性が高い。No.4ト レンチでは遺構 を確認で

きなかった。No.5ト レンチでは近世の遺構面を 1面確認 した。確認された遺構は性格不明遺構 2基 である。 G
区周辺には、近世の遺構が高い密度で分布 していると考えられる。

H区 (仮称西公園駅部周辺)

2箇所の調査が行われた。No.1ト レンチでは近世の遺構面 2面 と整地層を確認 した。確認された遺構 は性格

不明遺構 7基である。No.2ト レンチでは近世の遺構面 2面 と整地層を確認 した。確認された遺構はピッ ト7基、

性格不明遺構12基 である。両 トレンチとも近世の遺物が多量に出土 してお り、遺構の残存状況も良好で、周辺に

は近世の遺構が広 く展開しているものと思われる。



表 2 確認遺構集計表

調査区
A Ll区 CI∠ υ区 E区 Ⅲ区 G区 H区

合計
No7 No8 No7 No8 No9 No6 No2 No3 No 4 Nol No2 No3 Nol No2 No3 Nol No2 NoR No4 No5

SK 3

SX 3 l 7 2 7

1 4 5

2 7 7

7 2 7 9

表 3 A区出土遺物集計表

表 4 B区出土遺物集計表

表 5 C区出土遺物集計表

トレンチ宅 出土層位
文
器

縄
土

九瓦・

軒丸瓦
平瓦・

軒平瓦
その他
の瓦

lTJ喬 ・

瓦質・

土師質
磁器

石器・

石製品
属
品

金
製

自然
遺物

土製品 その他 合計
備 考

A Π

〈o7ト レンチ
椀 乱 0 l 0 7

0 0 1 0 0 0 2 世J。

1・ 1 4 0 0 0 0 0 0 4 健文 。

4 0 b U U

トレンチ名 出土層位
縄文
土器

丸瓦・

軒丸瓦
平瓦・

軒平瓦
その他
の瓦

pFJ喬 ・

瓦質・

土師質
磁器

石器・

石製品
属
品

金
製

然
物

自
遺 土製品 その他 合計

備 考

A F

IBト レンチ 0 2 3 争以 降。

トレンチ 9 0 〔、近世、現檜以降。

含  BI 9 0

トレンチ名 出土層位
縄文
土器

・
瓦

瓦
丸

丸
軒

平瓦・
軒平瓦

その他
の瓦

l17J喬 ・

瓦質・

土師質
磁器

石器・

石製品
属
品

金
製

自然
遺物

土製品 その他 合計
備 考

A F X 点

fo6ト レンチ

Ⅱ )i言 :i 0 4

皿 0 6 0 0 0 19C～幕 末 、 明 治 以 降。

lll 0 0 7 0 0 月治 以 降。

V層 0 0 2 0 0 馬 世 ぃ

合  計 0 0 2R ∩ 0 0

表 6 D区出土遺物集計表

トレンチ名 出土層位

縄文
土器

丸瓦・

軒丸瓦
平瓦 。

軒平瓦
その他
の瓦

陶器・

瓦質・
土師質

磁器
石器・

石製品
属
品

金
製

然
物

自
遺

土製品 その他 合計
備 考

A
「

K N 0 P X 点

NIo2ト レンチ

1 2 49 Z 月冶 以 降 を王 、 近 ど
~3‐

ひ 。

■ 0 0 4 0 0 0 月檜以 降 を王、運世
~Bひ

。

Ⅳ 0 0 0 ] l 0 月冶 以 降 仕上 、 近 1

Ⅶ～ Ⅸ層 0 1 0 0 0 0 0 月冶 以 を工、遊

Ⅸ 層 0 0 0 0 0 0

Wo3ト レンチ

I層 0 2 2 1 2 0 l 188 を王、近世‐
L‐む。

Ⅲ層 0 2 0 7 0 J冶り

Ⅵ層 0 0 0 月治 以 Ⅲ を二、近世
~3‐ ひ。

l14 0 0 0 7 0 7

X層 0 9 0 0 0 にど。

� 層 0 0 0 ユ 0 0 0 0 世 ハ

Wo4ト レンチ
硯 古し U l 4 17 0 0 0 0 月冶 リ を王、近世含む。

I～ 皿層 0 0 l 2 2 0 0 0 0 5

冊 層 0 2 0 2 6 0 0 0 を王、近世曾ひ。

合 計 3 435 3 5 2 743

表 7 E区出土遺物集計表

トレンチ名 出土層位
縄文
土器

丸瓦・

軒丸瓦
平瓦・

軒平瓦
その他
の瓦

陶器・

瓦質・

土師質
磁 器

石器・

石製品
属
品

金
製

自然
遺物

土製品 その他 合計
備 考

A F G H I K N O P X

oヾlト レンチ

1,曽 0 U 0 0 0 0 0 月冶 以 降 を三 、 迩 世 含 Cr。

V層 0 0 0 3 0 0 0 0 6 天

Ⅵ 層 0 0 0 2 l 0 0 0 0 3

SX2確認直 0 0 3 19C～ 幕 末 。

;X3・確認直 0 0 2 折 fFハ

4 0 0 0 0 6 圧世 。

No 2ト レンテ 0 0 0 0 9 0 0 0 2 丘世 。

b3ト レンチ
0 U 0 0 0 tl 0 0 0 5 月石 以 降 。

Ⅳ層 0 0 0 0 l 0 0 n 0 世 ぅ

合  計 0 ∩ 0 0 0 0 0 0



表 8 F区出土遺物集計表

トレンチ名 出土層位
縄文
土器

丸瓦・

軒丸瓦
平瓦・

軒平瓦
その他
の瓦

陶器・

瓦質・

土師質
磁器

石器・

石製品
金属
製品

自然
遺物

土製品 その他 合 計
備 考

A F G H I K 封

0ヾ1ト レンチ
柄 乱 0 0 0 0 3 旺世 、 明 檜 。

Ⅳ 0 0 1 0 0 0

¶o2ト レンチ
0 0 6 0 0 ё 6 以 降。

I層 0 0 0 2 0 0 0 2

¶o3ト レンチ
Ⅳ 層 lj 0 6 0 0 0 Z0 ゴ以 降 を王 、 近 世 含 む。
V層 0 0 2 0 4 争以 降。

合  計 0 0 心 0 R6

表 9 G区出土遺物集計表

トレンチ名 出土層位
縄文
土器

丸瓦・

軒丸瓦
平瓦・

軒平瓦
その他
の瓦

FaJ喬 ・

瓦質 。

上師質
磁 器

石器・

石製品
属
品

金
製

然
物

自
遺 土製品 その他 合計

備 考

A Ⅲ G K 凶 O P X 百
ト

寸olト レンチ

抗 舌L 0 0 0 0 U を王 、 遊 世 含 む。
I層 0 0 0 3 刀お 以 F

0 0 6 8 0 月冶 以 降 を王 、 進 せ 含 む 。

l 0 6 5 0 0 0 月裔 然 眸 。

In d 0 0 3 1 0 0 0 月市 以 降 を 上 、 遅 世 奮 ひ 。

0 0 4 4 0 0 0 0
Ⅳ層 0 0 3 3 l 0 0 7
V層 0 0 1 9 0 0 0 丘世。
Ⅵ 0 0 2 2 0 0 0 4 圧世 。

lo2ト レンチ

0 0 3 0 0 6 月冶 以 降 。

;Xl 0 0 3 3 0 0 6 工世 。

Ⅳ 層 0 0 7 0 0 1

1・ 確 認 lE 0 0 0 0 2 世 。

lo 3ト レンチ
Ⅶ 層 0 0 0 2 2 0 0 0 4 世、 明 冶 以 降。
ド 圏 0 0 0 0 l 0 0 1 二世。

子o4ト レンチ
続 者し 0 0 0 0 0 月治 以 降。

0 0 0 0 1 0 0 0 ば、物構以降。

oヾ5ト レンチ

0 0 0 5 lj 0 0 5 月治 以 降。

Ⅲ層 0 0 5 0 0 0 5
� 層 0 4 0 0 0

X2・ 確認巨 0 1 0 0 0 0 0 1 二世 。
合 計 0 3 U 40 180 0

表 9 H区 出土遺物集計表

トレンチ名 出土層位
縄文
土器

丸瓦・

軒丸瓦
平瓦・

軒平瓦
その他
の瓦

・
・
質

喬
質
師

阿
瓦
土

磁 器
石器・

石製品
金属
製品

自然
遺物

土製品 その他 合計
備 考

A 百 K N O P X 点

blト レンチ

硯 古L 0 4 122 0 0 ∪ 明 輌 以 峰 τ 上 、 近 世 gひ
I～Ⅳ層 0 0 0 0 0 0 明治以降を主、近世含む。
I層 0 0 0 0 0 0 明治以降を主、近世含む。
Ⅱ層 0 ] 0 0 0 0 2 月冶 以 降 を 王 、 近 世 含 む 。

0 0 0 2 0 0 0 刀治 以 降 を三 、 近 世 含 む。
Ш 層 0 2 0 0 0 月召 以 降 を 王 、 近 世 曾 む 。

Ⅳ 層 0 0 1 0 0 0 (II。

0 0 0 0 l 0 世 。

SXl・ 2層 0 0 0 1 0 0 0 0 17じ後 半 。

V層 0 l 0 0 0 0 0
SX5確認歯 0 0 0 0 0 0 l 18C。

0 0 0 0 0 0 l t8C末 ～ 19C前半 。
Ⅵ 層 0 ユ 0 0 にr。

Wo2ト レンテ

甍 苫L 0 0 0 0 月石 以 降 笹 と 、 近 世 奮 ひ 。

I層 0 l 4 17 0 1 0 0 明石以障を上、近Trgひ
Ⅲ層 0 2 0 17 0 0 0 0

SXl・確認正 0 0 0 ユ 0 0 0 0
Ⅳ層 0 1 0 0 世を主。わずかに明治を合む (湿 入か)

3・ 確認直 0 0 0 0 l 0 0 0 1 7C～ 18C前半。
4 0 0 0 2 0 0 0 こ世。

() 0 2 0 0 0 二世 。

;X7推認E 0 0 0 0 ] 0 0 L世。
SXll確認面 l 0 0 0 0 0 0 1縄更 。

合  計 9 349 ヨ 2 0 3



第49図 前年度調査 トレンチ配置図 (1)



第50図 前年度調査 トレンチ配置図 (2)
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2.AttNo 7ト レンチ北壁断面 (南 より)

(東 より)

AttNo 7ト レンチ完掘状況

4.AttNo 7ト レンチ西壁断面北側 (東 より)

7.AttNo 8ト レンチ北壁断面 (南 より)

AttNo 8ト レンチ着手前 (南西より)

図版 1
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A区



1.BttNo 7ト レンチ着手前 (西 より) 2.BttNo 7ト レンチ北壁断面 (南 より)

BttNo 7ト レンチⅥ層上面確認状況 (南 より) 4.BttNo 8ト レンチ着手前 (北 より)

トレンチ南壁断面 (北 より)

■|ゞ■ヤ■

1.学
5. BttNo 8

図版 2 B区 (1)
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8.BttNo 9ト レンチ南壁断面 (北 より)
7.BttNo 9ト レンチ着手前 (北 より)



1.BttNo 9ト レンチX層上面確認状況 (東 より) 2.CttNo.6ト レンチ着手前 (南 より)

4.CttNo.6ト レンチ西壁断面南側 (東 より)3.CttNo.6ト レンチ北壁断面 (南 より)

CttNo 6ト レンチ西壁断面北側 (東 より)

盟   目

隠  ロ

7.DttNo 2ト レンチ着手前 (北西より)

6.CttNo.6ト レンチⅥ層上面確認状況 (北 より)

8.DttNo.2ト レンチ北壁断面 (南 より)

図版 3 B区 (2)。 C区・ D区 (1)
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1.DttNo.2ド レンチ西壁断面 (東 より) 2.DttNo 2ト レンチ�層上面遺構確認状況 (南東より)

3.DttNo.3ト レンチ着手前 (南より) 4.DttNo.3ト レンチ南壁断面 (北 より)

DttNo.3ト レンチSXl確認状況 (北 より) 6.DttNo.3ト レンチSX2完掘状況 (東 より)

7.DttNo.3ト レンチ�層上面遺構確認状況 (西 より)

図版 4

8.DttNo.4ト レンチ着手前 (南 より)



1.DttNo 4ト レンチ西壁断面 (東 より) 2.DttNo 4ト レンチX層上面確認状況 (南 より)

3.EttNo lト レンチ着手前 (北より) EttNo lト レンチ北壁断面 (南より)

・|!  :  r

.― 工.… Ⅲェ_― 菫

5.EttNo lト レンチ西壁断面南側 (東 より) 6.EttNo.1ト レンチ西壁断面北側 (東 より)

7.EttNo lト レンチⅧ層上面遺構確認状況 (北 より)

図版 5 D区 (3)。 E区 (司 )

8.EttNo 2ト レンチ着手前 (西 より)



1.EttNo 2ト レンチ北壁断面

5.EttNo 3ト レンチ西壁断面

7.FttNo l～ No 3ト レンチ着手前 (西 より)

図版 6 E区 (2)
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4.EttNo 3ト レンチ着手前 (北 より)

6.EttNo 3ト レンチV層上面確認状況 (南 より)

議逮 i甚基曇主二二

鰍
EttNo 2ト レンチⅣ層上面遺構確認状況 (東 より)

む

ケ

縄
、4

(東 より)

■「葛レ■丁
「=

膨

　

．オ

F区 (1)

3.FttNo lト レンチ西壁断面 (東 より)



H・ 謎

1.FttNo lト レンチV層上面確認状況

3.FttNo 2ト レンチV層上面確認状況 (南 より)

5.FttNo 3ト レンチⅥ層上面確認状況 (北 より)

7.GttNo lト レンチSXlベル ト断面 (西 より)

図版 7

FttNo 2ト レンチ北壁断面 (南 より)

慕     姿

GttNo lト レンチ着手前 (西 より)

8.GttNo lト レンチ北壁断面西恨1(南 より)

F区 (2)・ G区 (1)
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4.FttNo 3ト レンチ西壁断面 (東 より)



1.GttNo lト レンチ北壁断面東側 (南 より) 2.GttNo lト レンチV層・Ⅶ層上面確認状況 (西 より)

3.GttNo 2ト レンチ着手前 (北 より) 4.GttNo.2ト レンチ北壁断面 (南 より)

5,GttNo 2ト レンチ西壁断面 (東より) 6.GttNo.2ト レンチV層上面遺構確認状況 (北 より)

8.GttNo 3ト レンチ西壁断面 (東 より)7.GttNo 3～ No.5ト レンチ着手前 (西 より)

図版 3 G区 (2)

70



|″|=― |●/I I      ! . I.|(
2.GttNo 3ト レンチX層上面遺構確認状況

3.GttNo 4ト レンチ北壁断面 (南 より)

1導 粋ゞ甥茸ピ幣

主∞
(南 より)

図版 9 G区 (3)。 H区 (1)
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(南 より)

4.GttNo 4ト レンチⅨ層上面確認状況 (東 より)

5.GttNo 5ト レンチ西壁断面 (東 より) 6.GttNo 5ト レンチ�層上面遺構確認状況 (北 より)

8.HttNo lト レンチ西壁断面南側 (東 より)7.HttNo lト レンチ着手前



1.HttNo lト レンチ西壁断面 (東 より) 2.HttNo.1ト レンチ北壁断面 (南 より)

3.HttNo.1ト レンチV層上面遺構確認状況 (南 より) HttNo.2ト レンチ着手前 (南より)

5.HttNo 2ト レンチ東壁断面南側 (西より) 6.HttNo.2ト レンチ東壁断面北側 (西 より)

図版10 H区 (2)
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フ.HttNo 2ト レンチ北壁断面 (南 より) 8.HttNo.2ト レンチV層上面確認状況 (北 より)



薄 2

鱒 3

AttNo.7ト レンチ出土遺物

BttNo.9ト レンチ出土遺物

DttNo.2ド レンチ出土遺物

DttNo.2ト レンチ出土遺物

図版刊1

BttNo.9ト レンチ出土遺物

鐵 12

CttNo.6ト レンチ出土遺物

DttNo.2ト レンチ出土遺紘

DttNo.2ト レンチ出土遺物

A区・ B区 。C区・ D区出土遺物
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DttNo 3ト レンチ出土遺物

DttNo.3ト レンチ出土遺物

DttNo 4ト レンチ出土遺物

臀 駕

DttNo.3ト レンチ出土遺物

DttNo 4ト レンチ出土遺物

DttNo 4ト レンチ出土遺物

EttNo 2ト レンチ出土遺物
FttNo lト レンチ出土遺物

E区・ F区出土遺物
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09

欲

２

３

２

２
EttNo.1ト レンチ出土遺物

図版12 D区・



鯵
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＼主義
/¬
一 3

トレンチ出土遺物

GttNo 2ト レンチ出土遺物

GttNo.5ト レンチ出土遺物

GttNo lト レンチ出土遺物

GttNo.2ト レンチSXl・ Pl出土遺物

17

HttNo.1 トレンチ出土遺物

図版13 G区・ H区出土遺物
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HttNo.1ト レンチSXl出土遺物 HttNo lト レンチSXl出 土遺物

0
22



HttNo.1ト レンチSXS・ 7出土遺物

HttNo.2ト レンチSX6出 土違物

HttNo.2ト レンチSX6出土遺物

10

図版14 H区 出土遺物
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HttNo.2ト レンチSX3出 土遺物

HttNo.2ト レンチSX6出 土遺物

HttNo.2ト レンチSX6出土遺物

11

HttNo.2ト レンチSX3・ Ⅳ層出上遺物

０

・２
HttNo.2ト レンチSX6出土遺物
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